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く》今〉嶺》虜》く》毒〉参 ぐ》参 ぐ》く》く》く》虜〉

「身代わりの購罪を

なしたもうはずの

イエス ・キリストに

よらなければ，

人が依り頼んで

救われる道も

万法もない」

毒》今 葦》醸 》今 麟 》莞》毒》今 毒》鳶》莞》

れでも赦されるであろうと，主がこの神権

時代に語られた言葉 も示した。(教 義と聖約

1=32参 照)そ の訪問者は当惑 したようだ

ったが，それでも信じたいという様子 だっ

た。私は言葉を続けた。「結局，罪の赦 しは，

赦 されない罪を犯 した人を除いて，一生懸

命に長 い間心から悔い改めるすべての罪人

に与えられるのです。」

彼女は大部譲歩してきたが，それで も私

の意見に抗議 してきた。だが彼女は私の言

うことを本当に信じたいと思 っていた。 彼

女は今までずっと姦淫は赦されないと思っ

ていたと言 った。私は再 び彼女 に聖 句を示

した。 これはよく引用され るイエ スの言葉

である。

「だから
，あなたがたに言っておく。人

には，その犯すすべての罪も神を汚す言葉

も， ゆるされる。 しか し，聖霊 を汚す言葉

は，ゆるされることはない。

また人の子に対 して言い逆 らう者は，ゆ

るされるであろう。 しか し，聖霊に対して

言い逆 らう者は，こ の世 でも， きたるべき

世で も，ゆるされることはない。」(マ タイ

12：31-32)

彼女 はこの聖句を忘れていたのである。

彼女の目は輝いた。そしてうれしそうに言

った。「本当でしょうか。本当に赦されるの

でしようか。」

まず最初に必要 なのは希望であることを

知 っていた私は，数 多くの聖 句を彼女のた

めに読 んだ。 このようにして，彼女の心に

目覚めた希望 をさらに大 きいものにしよう

としたのである。

神が罪人をお赦 しになることを実感とし

て知 るのは，どれほどの喜びであろうか。

イエスは山上の垂訓で言っておられる。「あ

なたがたの天の父 も，あなたがたをゆるし

て下さるであろう。」(マ タイ6：14)も ち

ろん， これ には条件がついている。

現代の啓示で主は予言者に，「見よ，およ
ノ

そすでにその罪を悔い改めたる者は赦され，

主なるわれもはやこれを忘 るべし」(教 義と

聖約58二42)と 言 っておられる。主は同じ

ことを予言者エ レミヤを通 じて も告げてお

られる。「わたしは彼らの不義をゆるし，も

はやその罪を思わない。」(エ レミヤ31：34)

主 は何 と慈悲深いお方であ ろう。

時折，私はこの女性を思 い出す。彼女は

根本的 には善 良な女性であった。背をまっ

聖 徒 の 道/1982年9月 号 3
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すぐにして，私の 目をじっと見ていた。 彼

女の声 には新たな力と決意の響きがあった。

「あ りがと、う，あ りがとうございます。私

はあなたの言葉 を信 じます。私は本当に悔

い改め，汚れた衣を小羊の血で洗い，赦し

をいただけるようにします。」

最近，彼女が私の事務所 を訪ねてきたが，

まったく別人のようになっていた。 目は輝

き，足どりは軽やかで，彼女が 自ら語 るよ

うに，全身これ希望 の塊といった感じであ

った。希望が見え，それをしっか りとつか
い

んだあの記念すべき日以来，彼女は もう忌

まわしい罪から完全に遠のき，いささかも

それに近づ くことがなかったのである。

確かに主は，その罪が どんなに重いも の

であっても悔い改めようと努力している人

を愛 しておられる。(教義 と聖約1=31参 照)

罪を犯 して しまった人は，慰めを与え，完

全な悔い改めへ と駆 り立てるたくさんの聖

句を見つけることができる。例をあげると，

すべての人にあてて述べられた啓示で，主

は罪人の赦しについて言及しておられる。
いましめ

「さ りなが ら
，悔 い改めて主の誠命 を行

う者は赦されん。
しか

而 じ、て悔 改め をなさぎ る者 は，1彼のす
、

でに受けたる光明までも取 り去られん。そ

は，わが 『みたま』常 には人を励 まさじ，
ことば

とは万群 の主の言なればな り。」(教 義 と聖

約1：32-33)

教会 の標準聖典 からのこれらの戒 めは，

「すべての人々に及ぶ ものなれば，一人 も

のがるる者な し」(教義 と聖約1：2)と い

う点を心に留めるべきである。 このことは，

罪を悔い改めるように呼びかけられている

のは教会員だけでなく，すべての人であり，

また，非常に重い罪を犯 した人だけに限定

されるものではないことを意味 している。

また，この呼びかけに応える人には赦 しが

約束されている。赦 しがないのに， 人々に

悔い改めを求めるのは何とばかげているこ

とであろうか。 また，救いや昇栄の機会を

もたらすことができなかったとすれば，キ

リストの命はまったく無駄になってしまう。

時々，罪の意識が重 く心 にのしかかって

くることがある。悔 い改めようとしている

人は， 自分の犯した罪を振 り返って見たと

き，その醜さ，胸がむかつくほ どのいやら

しさに意気消沈してしまい，「主は私を赦 し

て下さるだろうか」 とか，「私は自分 自身を

赦せるだろうか」 という疑問に駆 られるこ

とがある。 しか し，罪を犯 した人が深く失

望 し，絶望のどん底 に達 し， 自分の無力に

あえぎながらもただ、信仰 を抱いて神の慈悲

を求めて祈ると，静かで，細く，それでい

て全身を刺 し貫 くような声が聞こえて くる。

「子 よ
， あなたの罪はゆるされた。」(マ ル

コ2：5)

聖典 を読み，理解すると， 人を愛し，人

を赦す神のイメー ジが明確 に浮かび上がっ

てくる。神は私 たちの父であるがら， 当然

のことながら，私たちを押し倒すのではな

く引き起こし，霊的な死ではなくて私 たち

が生きるように助けて下さる。 「わ た しは

何人の死 をも喜ばないのであると，主なる
ひるがえ

神は言われる。それゆえ，あなたがたは翻

って生きよ。」(エ ゼキエル18：32)

1836年 の カー トラン ド神殿の献堂式で，

予言者 ジョセフ ・ス ミスは熱烈に祈 り，罪

4
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は消され得 る と断言 している。 「お 、エホ

バよ，願わ くはこの民を憐みたまえ。すべ

ての人罪を犯せば，汝の民の罪を赦 し永久

にこれを拭 い去 りた まえ。」(教 義 と聖約

109：34)赦 しの過程で罪が拭い去 られると

いう考えは主も述べておられる。「わたしこ

そ，わたし自身のためにあなたの とが を消

す者である。わた しは，あなたの罪を心に

とめない。」(イ ザヤ43=25)

「イザヤの言葉は，まことに偉大なる価

値あり」 と救い主は言 ってお られる。(m二

一ファイ23：1)そ して
， この予言者 イザ

ヤは数々の予言の中で も極だった言葉 を残

している。 それは，悔い改めるすべての人

に対して赦 しを約束した言葉である。

「あなたがたは主にお会 いすることので

きるうちに，主を尋ね よ。

近 くおられるうちに呼び求 めよ。

悪しき者はその道を捨て，正 しからぬ 人は

その思いを捨てて，主 に帰れ。 そうすれば，

主は彼にあわれみを施 される。

われわれの神に帰れ，主は豊か にゆるし

を与えられる。」(イ ザヤ55：6-7)

主 が偉大なイザヤを通 して与えられた赦

しの約束は，何と栄えあるものであろうか。

憐れみと赦しの約束は。私たちはこれ以上

何 を望 み得ようか。

「主は言われる
，さあ，われわれは互 に

論 じよう。
ひ

たといあなたがたの罪は緋のようであっ

ても，雪のように白くなるのだ。紅のよう

に赤 くても，羊の毛のようになるのだ。」(イ

ザヤ1：18)
かんいん

多くの人が性的な罪，姦淫に関してひど

一 嬢 》鳶〉く》一 醸》

救いや

昇栄の機会を

もたらすことが

できなかったとすれば，

キリスト・の命は

まったく無駄に

なってしまう。

一 》⇔今⇔一 》
く心を悩ませている。 ジョセフ ・スミスは，

赦 しがあることを述べたたくさんの言葉 を

残 している。また，悔 い改めが 「全力を尽

くして行なうもの」であり，完全なもので

あれば，赦 しをもた らす ことができる と証

明した聖句がある。ここにジ ョセフ ・スミ

ス自身の記した言葉 と他の予言者の ものを

あげる。簡単 にするために，主だった部分

だけを抜き出してあげることにする。
ま ごころ も

「姦淫をなしたる者誠心を以てこれを悔

い改め再びなさざる時はこれを赦すべし。」

(教義 と聖約42：25)

「見 よ，およそすでにそ、の罪を悔い改め

たる者は赦され，主なるわれもはやこれを

忘 るべし。」(教 義 と聖約58：42)
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弱 〉韓 》隷 》躬 》→く》⇔鳶》

聖典を読み，

理解すると，

人を愛し，

人を赦す神のイメージが

明確に浮かび上がってくる。

一 執》く》→く》く》
な

「われ汝 らを聖 く為 し得る故に
，汝らの

罪赦さるればなり。」(教 義と聖約60：7)

「主 なるわれは死に当るべき罪を犯さず

してわが前に罪を告 白し，赦 しをわれに乞

う者にはその罪を赦すなり。」(教 義 と聖約

64：7ナ

、「彼 らその悪を悔い改むる時 には彼ら は

赦されん。」(教 義 と聖約64：17)

「わが潔きが如く彼らも潔められんため

な り・」(教 義 と聖約35121)

「わたしは彼らの不義 をゆるし
， もはや

その罪を思わない。」(エ レミヤ31：34)

「わた しはあなたの とがを雲のように吹

き払い，あなたの罪を霧のように消 した。」

(イ ザヤ44：22)

「もしもかれが……真心より悔 い改むる

ならば汝はこれを赦せ，われもまたこれを

赦すべし。」(モ ーサヤ26：29)

「もはや，彼らの罪と彼らの不法 とを，

思 い出すことは し徐い。」(ヘ ブル10：17)

イエ ス ・キリス トの教会が回復されてか

ら約1年 の後，救 い主は不貞と好色の醜い

罪，さらに赦 しを得る条件について語って

おられる。
おこ

「婦女を見て情欲の念を起す者 は信仰 に

背くな り。『みたま』を与えらるることなし。

もし悔 い改めずんば，捨てらるべし。

汝 ら姦淫することなかれ。姦淫をなして

悔 い改めざる者は捨てらるべし。
ま ごころ も

されど，姦淫をなしたる者誠心 を以てこ

れを悔 い改め再 びなさざる時はこれを赦す

べし。」(教 義 と聖約42：23-25)

私 はすでに，聖霊を汚す以外のあらゆる

罪は赦 され得 るという救い主の言葉を引用

した。(マ タイ12：31参 照)ジ ョセフ ・ス ミ

スが霊感訳聖書でこの節 に，「わたしを受け

入れ，悔い改める人」という非常 に大切 な

言葉を付け加 えたことは興味深いことであ

る。次にあげる聖句がそうである。

「わたしを受け入れ
，悔い改める人には，

その犯すすべての罪 も神 を汚す言葉 も，赦

される。 しかし，聖霊を汚す言葉は，赦 さ

れることはない。」(ジ ョセフ ・スミス訳マ

タイ12：26)

ジ ョセフ ・フィールディング ・スミス長

老は，この点について次の ように書 いてい

る。 「罪を犯 し，悔い改めをしない人は決し

て 日の光栄の王国に入ることはない。」(1勉一

ρ70∂e勉ε冠E7α 「インプルーブメント・エラ」
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1955年7月 ，P.。542)こ の 言葉は私たちが

今まで読 んだ数 々の聖句と合致する。これ

らの聖句は次のアルマの言葉に代表 される

であろう。「誰でもその衣 を洗って白くしな

かったなら決 して救われないからである。

人の衣は，……その汚 れが全 く洗い去 られ

るまで清められな くてはならない。」(ア ル

マ5：21)

私 が このようなことを述べるか らといっ

て，性的な罪やその他の罪の重大さを過小

に扱うつ もりはないことを理解 していただ

きたい。そうではなくて，罪人に希望 を与

え，罪を犯 した男も女 も自分の過 ちを克服

し， 自分 自身を 「小羊の血」で洗い，身を

清め，浄化し，創造主の もとに立 ち帰 るた

めに全力を尽 くすことができるようにする

ためなのである。罪を犯 した人は赦される

可能性があるといっても，気をゆるめては

ならない。人々が性的な罪を犯すのは非常

にゆゆ しいことであり，なかんずく姦淫 は

その最たるものであることを再度申し上げ

ておきたい。

私が今 まで引用 したすべての聖句と，そ

の他の同様の聖句をよく読むと，大勢の人

人にかかわりを持 つ1843年 の予言者 の言葉

は，その他すべての聖 句とまったく一致 して

いると考えるのが妥当ではないだろうか。

パウロがコリン トの人々にこれ と同じ考

えを教 えている。

「まちがってはいけない。不 品行な者，

偶像を礼拝する者，姦淫をする者，男娼 と

なる者，男色をする者，盗む者，貧欲な者，

酒に酔う者，そしる者，略奪 する者 は，い

ずれ も神の国をつぐことはないのである。」

(1コ リン ト6：9-10)，

こ こで言われていることは真実である。

確かに神の王国は，パウロが教会で見た，

このような人々が住む所ではない。永遠の

神の王国が，不貞を働く人，姦淫をする人，

偶像 を礼拝する入，性 的倒錯者，盗みをす

る人，貧欲な人，酒に酔 う人，嘘をっく人，

そしる人，神に見放された人，強奪者など

といった人々から成り立っているとすれば，

そこには栄光も，誉れ も，権能 も，喜ぴ も

ないはずである。 しか し，パウロの次の言

葉は私たちの心 を晴 らし，安 らぎを与えて

くれる。

「あなたがたの中には，以前はそんな人

もいた。しか し，あなたがたは，主イエス・

キリス トの名によって，またわたしたちの

神の霊 によって，洗われ，きよめられ，義

とされたのである。」(1コ リント6111)

これ は非常に重要な奥義である。神の王

国に入る人々の中には，かつてここにあげ

たような重い罪を犯 したことのある人がい

るか も知れない。 しか し，今は もうそうで

はない。汚れた状態ではない。洗い清め，

正 しいとされているのである。パウロの話

を聞 いた人々はこの卑 しむべき罪の状態に

あったが，福音 を受廿 入れ，福音の人を清

め，変える力によって，彼 らはすっか り変

わってしまったのである。罪を清める努力

を払って，彼 らは洗い清められ，第一の復

活に出で来たり，神の王国で昇栄ずる資格

を持つ に至 ったのである。

汚れた人が生まれ変わるときには，習慣

を変 え，思いを清め，態度を改め，高め，

活動を全体的に整え，汚れ，退廃 し，神か
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汚れた状態から

清められるとは

何と喜ばしい

ことであろうか。

しかし，

罪を犯さないことの万が

はるかに素晴らしい

ことではないだろうか。

鳶》今〉一 〈》鳶〉今 暢》ぐ》莞》く》⇔

教えは，1832年 に予言者 ジョセフ ・スミス

を通して与えられた主の言葉に，今 は清く

ない人で も自らを完全 にし，清 くなること

ができるという意味を加 えるのである。
ゆえ せい しんせい い むか

「故 に，汝 らの心誠心誠意神に向わんが

ために，汝ら自ら聖くせよ。さらば，汝 ら
お もて

神 を見るの時あらん。 そは，神その面 を汝
しか

らに現わすべければなり。而 してそは神の
むね おこ

時，神の欲するまま，神の旨によりて起る

べし。」(教 義と聖約88：68)

1833年 に，主は再び，完全 に悔 い改めた

入は神を見るであろうと述べられた。 これ

は赦 しを意味する。なぜなら，心の清い人

だけが神 を見るか らである。

ごと
「誠 に
，主かくの如 く言う。 その罪を捨

ててわれに来 り，わが名を呼び，わが声に
いましめ

従い，わが誠命を守るあ らゆる人々は，わ

が面を見てわれ在るを知 ることあらん。」

(教義と聖約93：1)

長 く熱烈な祈 りと心か らの悔い改めの後

に，罪が赦 されたという言葉を受けた時の

イノスの状態がこれに当てはまります。

このような寛大な約束を与えられている

のに，罪を捨て，主のもとに立ち返るのを

ためらう必要がどこにあろうか。

最後にひとつ付け加 えておきたいことが

ある。愛 と赦 しを豊かに注ぎたもう天父に

対 する驚嘆と感謝のあまり，私たちは，赦

しを軽い気持ちで考えたり，悔い改めを言明

した後で罪を繰 り返 してもとがめられるこ

とがないのだというような誤 った考えに陥

らないようにしなければならない。

「われは汝と
，汝 と共 に来 りし者たちの

罪を赦す。され どこの後汝は再び罪を犯す

べからず。わが 『みたま』は必ずしも常に

人をはげますものにあ らざることを忘るな。
きよく

故に，汝らの罪悪がその極 に達するまでひ

きつづき罪を犯さば主の前より断ち切らる。」

(イテル2：15)

神 の赦しを得 られるということで罪を犯

した人が陥りやすい もうひとつの誤りは，

罪を犯 しはしたが，その後で悔い改めの時

期 を過 ごしたので， 自分は幾分強い人間に

なっているという錯覚 に陥ることである。

これはまったく正 しくない。誘惑 に打ち勝

ち，罪を犯さずに隼活する人の方が，誘惑

に負けて後で悔い改めた入よりは，はるか

によい。生まれ変わ った罪人は， 自分と同

聖 徒の道/1982年9月 号 9
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妻の教会の責任 を助 ける

ジ ェラル ド・R・シーフ ァー

驚灘 傑搬羅搬鷹搬饗搬羅搬鷹撒費獄費激鷹搬費搬羅拷儲灘鷹

い最近，私はひとりの忠実な神権者

つ と，神殿参入のための面接を行ない

ました。彼に，監督やステーキ部長，大管

長 を支持 しているか どうか質間 しました。

当然のことなが ら，.ど の返答も偽 りのない，

謙遜で力強い答えでした。次に私が，彼が

奥さんの召しを支持 しているかどうか尋ね

ました。 彼は少し考えてから，支持してい

き 　

.轟 聾 麗
藩雛 雛

鵜
馨毒

灘 璽

　 　 　

灘 鞭灘

蕎
建

黙

ると答えました。

そしてこう付 け加 えました。 「これは私 に

とって， とて も難 しいことです。これまで

私は管理上の重要 な責任を受けていました

が，今は解任されました。妻は補助組織の

会長をしています。かか ってくる電話と言

えばすべて妻へですし，指導者会へ行った

りもします。大変な責任だと思います。今

き　

灘踊
難

'網

鐵

瀟 醐

藝

購 蝋 欝欝卓 難 灘羅
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は私が家にいて，彼女が教会の責任を果た

す間，子供たちの面倒 を見ています。 彼女

を援助するために私はベス トを尽 くしてい

るつもりですが，なにせ慣れないことです

から。」

それか ら私たちは，夫 と妻がひとつのチ

ームとしてあらゆる面で助け合い
，支え合

いながら働くことが，永遠の見地か ら見て

いかに大切 であるか話 し合い，面接を終え 、

ました。

教会での責任や奉仕は， 男性にも女性 に

も，大きな達成感を味わわせてくれます。

日常の雑事とは違 って，教会の責任は霊の

糧を与えてくれると同時に，私たちの気持

ちを奮い立たせ，活力を与えてくれます。

私たちは責任を通 して大勢の人々に影響 を

与え，家庭の外で無私の奉仕をする機会 を

得ることができます。

思いやりのある夫であれば，妻が教会の

責任や活動に喜んで参加できるよう， 自分

の時間や労力を犠牲にしなければならない

ことがわかってくるはずです。 ところが最

近，親しい友人の中にこのような人がいる

のを知って驚いてしまいました。彼は活発

な教会員ですが，妻に夜の扶助協会の集会

に参加させないのです。妻がいなければ 自

分が子供の世話をしなければならないとい

うのがその理由です。妻にそういう機会を

与えようとしなかったり，子供 と父親だけ

の語らいの時間を自ら放棄するようなこと

は，夫としてつじつまの合 った行為とは言

えないで しょう。

これとは対照的なある若い夫婦がいまし

た。彼らは別のワー ド部に引っ越 ししまし

た。夫はそれまで青 少年のために実によく

働いていましたが，今度は成人を管理する

責任に召されました。青少年を大切 に思い，

12

良 い関係を築いてきた彼が，その責任か ら

解かれたことを知 って，私は少々さみしく

思いました。 ところが彼の奥さんは私 にこ

う言いました。「大丈夫です。夫は今で も青

少年のために働いていますわ。 なぜって，

この私がローレルの クラスで教えているか

らです。」

この若い夫婦のように考えられたら素晴

らしいことです。彼らは， 自分たちは一体

であ り，互いの責任を適当なところで分か

ち合えることを知 っていましたし，良い働

きをするには夫婦で互 いに助け合 う必要が

あることも知 っていたのです。

最近開かれた地区評議会で，ひとりの副

ステーキ部長が生活の中で経験したことを

話 し，証を述べました。彼は奥さんのこと

に触れながら， その時平行 して開かれてい

た補助組織の指導者会で，大切 な責任を受1

け ていた奥 さんが，十分にそれを果たせる

よう祈 っていると語っていました。思いや

りを示 し，祈ることによって妻を支持 し，

援助 している彼の素晴 らしい模範 に，私は

感謝しました。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長は兄

弟たちに，妻に対 して物質的な援助 だけで

なく，それ以上の助けをするようにと勧告

しています。「ペテロは 自分の妻を尊ぶよう

に(1ペ テロ3：7参 照)・と教 えている。

・・パウロは
，親族ことに自分の家族をか

え りみない者は 『不信者以上にわるい』(1

テ モテ5：8)と 述べているが，家族をか

え りみるとは，経済的保証 と同時に愛に満

ちあふれた守 りを与えることであると思う。

主はこの神権時代の私たちに，『妻たる者は

・夫に扶養 を要求する権利あり』(教義 と

聖約83：2)と 言われた。『扶養』の中には，

食物を与えるだけでな く，愛情を育み，思



いや りを示す責任があることをも含まれて

いると考える。……

私たちの中には，妻 に対 して当然とも言

える思いやりや真心を示 していない人がい

る。 食糧貯蔵室は食物で一杯でも，愛と関

心 に飢えている姉妹たちもいる。」

さらにキンボール大管長は教会の責任に

ついてはっきりと述べています。「兄弟たち，

私たちの伴侶は素晴らしい助けを与えて く

れているが，私 たちも彼女たちが教会の責

任をよく果たせるように助けようではない

か。軽ん じてはならない。彼女たちは顧み

られていない時で も， よく私たちに尽くし

てくれ るのだから。」

また別の折にキンボール大管長は夫と妻

の協力関係についてこう説明しています。

「結婚 をひとつの協力関係として語るなら
，

それは完全な協調であると申し上げたい。

私たちは末 日聖徒の女性に，永遠 に続く責

任を果たすにあたって，無 口な伴侶，部分的

な協力者になってもらいたくはない。 どう

か，献身的かつ完全な妻になっていただき

たい。」

私が理解する限り，完全な伴侶であるな

ら教会での責任 も十分に果たし，相手か ら

助 けと励ましを受けることができます。

パウロはこのことを次のように述べてい

ます。「ただ，主にあっては，男なしには女

はないし，女なしには男はない。」(1コ リ

ント11：11)

夫 と妻はひとつ にな り，ひとつのチーム

とし， それぞれがしている義 しいことのた

めに互いに助け合 い，支え合いなが ら，昇

栄に向か って前進 していかなければな りま

せん。

私たちは，静かな時を選んで妻に愛を示

し，永遠 に彼女の伴侶 であ りたいとの思い

聖徒の道/1982年9月 号

を伝 えることができるはずです。 そして，

彼女の教会の召しだけでなく， 人生のあら

ゆる面でどうした らもっと援助できるかを

尋ねて下さい。 そうすれば永遠に絶えるこ

とのない報いが与えられることでしょう。

鐵灘鍵
難灘 鑛鐘 籔…
，難難羅 欝 灘 蕪灘蕪.

結婚 して2カ 月後，私はワー ド部扶助協

会会長 に召 されました。後 にはワー ド部若

い女性会長，そ してステーキ部若い女性会

長の責任 も与えられま した。今では結婚 し

て7年 にな りますが，い まだに管理役員と

しての責任 を果た しています。

教会の中では，夫だけが多くの時間を責

任に費や しているという型の夫婦がほとん

どですが，私たちの場合はまった くその反

対です。 しか し私の夫は，不平も言わず，

自分では古 い車を乗 り，私に性能の良い新

車 を使わせ て くれます。 また，ワー ド部の

訪問や指導者会の司会のために夜家を空け

る時には，夫が留守番を して くれます。大

会で私が話す時には恥衆 に混 じって聞いて

くれ，教会の活動のため に出る余分な支出
ヤ

も喜んで認めて くれています。それに私の

悩みや関心事 にも耳 を傾 けて くれます。

夫は私が受けた召 しを支持することで，

私への愛 を示 して くれています。夫 とその

愛がなければ，私は召 しを十分に果たすこ

とはで きないで しょう。私は夫が今の責任

や将来の召 しを一層 よく果たせるように，

支持 し援助 したいと思っています。
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キンボール姉妹の助け
ジャネット・ピー ター ソン

国
番 目の子 が生 まれて3週 間後 に，

私の夫は新たに分割 されたワー ド部

の監督に召されました。ステーキ部長は面

接の中で，私たちの幼い子供たちのことを

心配してくれましたが，夫のラ リーが主に

よってこの職 に召されたことを強調 しまし

た。私の不安 は，聖霊 からの確証 を得て消

え去 っていきました。

それから数週間というものは，夫が監督

になるということがどのようなものである

か経験 し， さらには，生まれたばか りのジ

ェフ リーが家族 の仲間入 りを始めて，家族

14



全員が楽 しいながらも忙 しさで大変 な毎 日

の連続でした。生まれたばか りの子供を家

族に迎え，監督の妻 となった興奮状態から

次第に落ち着き始めると，私 は自分が肉体

的にも精神的にもかなり疲れていることに

気づきました。することなすことまったく

思うようにいかないのです。

カ ミラ ・キンボール姉妹が，私を助けて

くれたのはそんな時で した。 その年，ブ リ

ガム ・ヤング大学内のあるステ」キ部の扶

助協会がキンボール姉妹 の講演 を予定 して

いて，私 は義理の姉 にあたるそのステーキ

部の扶助協会会長から夫の母 と一緒に招待

を受 けました。キ ンボール姉妹は， ステー

キ部 の会員から寄せられていた質問を基に

お話 をして下さいました。数ある質問の中 ・

に 「心 に傷を受けた時に， どのようにして

積極的 に問題を克服 されたのでしょうか」

というのがあ りました。 キンボール姉妹 は

それに答えて 「ほ とん どの場合，私 は口を

閉ざすことができるようにな りました」 と

率直に語 りまレた。

私は，・そめ言葉に共鳴しました。 キンボ

ール姉妹 も私と同 じような経験をし
，伴侶

といえども関与することのできない仕事 に

忙 しく立ち働く人を夫 とする女性が時 とし

て味わう寂 しさ，心の痛みを知 っていたの

です。

キンボール姉妹は，私が闘っていた同じ

感情をどのようにして克服 してきたのか話

して下さいました。 また， 自分 に求め られ

る責任 にどう応 えたか，また教会で忙 しく

働き，楽しく生活することの必要性 をどう

して理解 したのかを説明し，それからこう

語 りました。「教会で一番厳 しい仕事 は監督

聖徒 の道/1982年9月 号

です。」そして彼女は，監督の奥さんたち，
とし は

特 に年端のいかない子供たちを抱 えた人々

に向けて，思 いやりに満ちた言葉 を話され

ました。 ・

集会が終わると，私 の義理の姉はこの素

晴らしい婦人を車の所 まで送 って行く時に，

自分の母親 と私をキンボール姉妹 に紹介し

てくれました。人々はもうほとんどいなく

な り，私たちはキンボール姉妹の側に近づ

くことができました。私はキンボール姉妹

に，講演会での話 に心か ら感謝 しており，

とても助けになったことを伝 えました。そ

して私は夫が監督 に召されてちょうど2カ

月が過ぎたこと，また3カ 月から10歳 まで

の5人 の子供 を抱えているととなどを手短

に話 しました。

その時キ ンボール姉妹は私 を抱 き寄せま

した。彼女のスピリッ トと大 いなる愛を感

じた時に，私は生まれて初めて 日の光栄の

人物に近 く接 した思いを味わいました。そ

して別 れ際 に，彼女 は こう言い ました，

「それからもうひとつ，あなた自身 も御主

人同様大切 な存在だということを忘れない

で下さいね。」

その晩私は生まれ変わったような思いで

家に戻 りました5・どうしたわけか，それか

らは日曜 日を長 くて寂 しい日と感ずるよう

なことはなくなって，監督の妻 としての 自

分 の仕事の重 さに打 ちひしがれることもな

くなりまし鵡 そして私は，主によって監

督 に召されたこの素晴 しい男性 と結婚でき

たのは本当に素晴らしいことだと思いまし

た。私は見失 いかけていた 自分の姿を， も

う一度しっか りと自分の心に呼び起こず.こ

とができたので した。
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行動で応えた人はどれくらいいるか尋ね ら

れました。教会員でない友人に，教会につ

いて学んでみる気はないかと話しかけた人

は，約50人 の出席者中3人 しかいませんで

した。家庭集会までこぎつけた人はその中

でもたったのひとりという有様で した。 自

分も何もしなかった部類のひ とりで本当に

恥じ入る思いでしたが，同時に主は私たち

一人一人が福音を人々に伝 えるよう強く望

んでおられるのだなと強く感 じさせられま

した。主はふたりの十二使徒を遣わして，

私たちを教え， 人々に福音 を伝 えるという

決心をさせようとされたのです。

その晩，私は妻 と話 し合 い，教会のこと

で話 しかけることができそうな友人がどの

くらいいるか表に書き出してみました。 す

ると驚いたことに40名 近くの名前が出てき

たのです。

私たちは，教会員でない人々を宣教師と

の集会に誘 うのをため らわせていたのが，

恐れの気持ちであることに気がつきました。

友情にひびが入るのではないか， 自分たち

のしていることが知れわたれば，社会で勝

ち得たせっかくの良い評判をなくして しま

うのではないか，.も しそうなれば 自分だけ

でなく，教会にとって も不利益になるので

はないかなどといろいろ心配していたので

す。.しかし，それらはすべて無用の心配で

あることが間もなくわかりました。

私は，・友人たちにどう話を持ちかけたら

よいかを妻 と話 し合いましたが，ほかにも

モルモンでない夫婦が同席するのであれば，

承諾 も得やすくなるだろうという結論に達

18

しました。 グループで出席するなら， 自分

たちだけに目が向けられることがなく，楽

な気持ちでいられると考えたからです。 そ

れ ともうひとつ，私たちは以前か ら，ウイ

ルフォー ド ・ウッ ドラフが大きなグループ

ごとに教えて良い結果を収めていたことに

深い感銘 を覚えていました。 きっとそれら

の集会にはみたまが豊かに注がれ，強い証

を受けた人々がす ぐさまバプテスマを受け

人の心を変えるのは

みたまですが，

教会が真実であることを

知的な面からも

納得してもらう

必要があります。

たいと申し出ることもあったのでしょう。

私たちはふた りでよく話し合った末に，

顔見知 りであった監督長老のブルース ・チ

ャドウィック長老に連絡 し， 自分たちの計・

画を話しました。彼は非常に乗 り気で，巡

回宣教師のデニス ・スタダー ド長老の助け

を借 りて レッスンを行ないたいと申し出て

きました。

一両 日して
，さらに細かな打ち合わせを



するために，チ ャドウィック長老とスタダ

ー ド長老が我が家を尋ねてきました。まず

私たちは， レッスンを始める前の15分 か20

分， 皆が打ち解けた雰囲気になれるように，

デザー トを取 りながら談笑する時間をもう

けることに決めました乙 このようにすれば

霊的な雰囲気を損なうこともなく，長老た

ちが望んでいたように， 出席した一 人一人

がそれぞれの家庭にみたまをもた らす影響

力を持ち返ることができるだろうと考えた

のです。

また，宣教師は教 えなが ら，時々私たち

にも意見を聞いた り，合図を求めた りして，

もし聞いている人たちがみたまを感じてい

る時は，話題になっている事柄 について私

たちが証をするようにしました。 それから，

バプテスマと知恵の言葉のチャレンジは，

最後に一人一人と一対一で話し合えるよう

になるまでしないことにしました。 こうす

ることで，強制的な雰囲気をまったく感じ

させず，より円滑に改宗へ導くことができ，

バプテスマを受ける確率，活発な会員 とな

る率も通常 より高 くなります。

レッスンを始める前 に，長老たちは早 目

に来て，私 たちと共にひざまずき，みたま

の助けを祈 り求めることにしました。 また

レッスンの開会と閉会の祈 りは，私が出席

した人の中か ら選んで依頼することになり

ました。

こうしてやっと，友人たちと集会を持つ

準備が整ったのです。私たちは4，5人 か

ら成るグループをふたつ作 り，ひとつのグ

ループは金曜日の夜， もうひとつは土曜 日

聖 徒の道/1982年9月 号

の夜 という風にして，40人 全員をレッスン

に招きたいと考えました。

私たちは友 人を訪ねる時に，決 まり切 っ

た話はしないように心がけましたが，大体

次のようなステップで進めていきました。

承諾を得る 本人は会貝ではないが，配

偶者が教会員という夫婦 を招 く場合は，普

通は教会で， その会貝の方の承諾を得るこ

とにしました。私たちの計画を簡単に説明

し，その家庭 を訪問して夫婦で出席 してく

れるようにお願い して もよいか確認をとる

のです。時には多少の抵抗 もありましたが，

そういう場合 は，教会員でない方の自由意

志を尊重すること， また， もしかしたら考

えてもみなかったことが起こるかもしれな

いということを話 しました。すると大抵の

場合承諾が得られました。

家庭 を訪問する 夫婦がそろって家にい

そうな時間を見計 らい，前 もって予告はせ

ずに訪問するのが一番良いと思いました。

普通は2，3分 短い話をすることから始め

ました。

家庭集会に招 く もう良い潮時になった

と思われる頃に，次のように話を切 り出し

ました。「私たちは今度何組かの御夫婦をお

招きして，モルモン教会について，勉強する

会 を開きます。教会の基本的な教えを学ぶ

のですが，皆さんなかなか面 白そうだと言

って下さっています。モルモン教会，また

そのプログラムや教えに関してお持ちにな

っている疑問について話し合う良い機会で

す。」そこで，相手の言葉を待たずにこう続

けます。「おふたりでおいでになりませんか。
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教会にはあまり興味がないとしても，奥さ

ん(ま たは御主人，お友達)が 何を信 じ，、

どのように考えておられるのか知 っていた

だく良い機会になると思います。」

教会の考えを押 しつけられたり， バプテ

スマの約束をさせ られた りするのではない

かと恐れている人に対 しては，次のように

言ってその警戒心を和 らげました。「もし御

自分から教会に入りたいという気持 ちにな

られた時は，私 たちも時機 を見てそのよう

にお勧めします。でも私たちは，当の本人

が心から望 むのでない限 り，教会員になる

べきではないと信 じています。」

拒絶された場合の対処 自分の配偶者や

友達の宗教について理解を深めることがで

きるというだけの理由では，招 きに応 じて

くれない人もいます。そういう人々が どう

して気乗 りしないかを話してくれた時は，

よく考え，適切な答えをするように努めま

した。 その結果，考 えを変えて出席を承諾

してくれた人がかなりいました。

宗教にあまり関心のない友達 に対 しては

よく次のように言いました。「私たちは教会

員になって，大きな目標 を見いだし，ひと

りの人間また家族がどれほど貴い存在であ

るかを知ることができました。 それが どの

ようなものか， レッスンに出て直接確かめ

てみていただきたいと思います。」

どこかの教会 に属 し， この教会について

も何がしノかのことを知っているのですが，

受け入れ難いと明言する人も中にはいます。

彼らの反論 にはいつ もこう答えました。「主

は予言者イザヤに 『わが思いは，あなたが

20

た の思いとは異なり，わが道は，あなたが

たの道 とは異なっている』(イ ザヤ55：8)

と言 っています。 この勉強会はモルモン教

会が神のみこころに基づき神の道によって

建てられているかを御 自分で判断なさる良

い機会になると思いますよ。」

幼い子供がいる夫婦，これから子供がで

きるという夫婦 に対してはよくこう言いま

した。「モルモン教会はあらゆる年齢層，特

に子供，青少年，独 身者の人々に素晴 らし

いプログラムを用意しています。私 たちは，

両親が教会で奉仕 し，戒めを守るなら，子

供たちも世の悪 に染 まらず，正 しい幸福な

生活ができるようになると信じています。」

ふた りが共に愛 し合い，子供を大切にし

ているのがはた目にもよくわかる夫婦には

こう言いました。「モルモ ン教会の素晴らし

い教 えのひ とつ に，永遠の結婚 ということ

があります。 それは，ふさわしい生活をす

るなら，夫婦，子供は次の世 でも家族 とし

て生活できるという教えです。そのことに

ついて学んでみたいと思いませんか。」

このようにして最終的な段階に入ると，

いよいよ集会の時間と話 し合 いのテーマを

知らせ，「どうでしょう，おふた りでおいで

になりませんか」 と尋ねます。

私たちは最初， この方法をとづて出てき

た結果に驚かされました。3分 の2ほ どの

人が招きに応じてくれたのです。最初に作

ったリス トの内16組 の夫婦に話 しただけで，

それぞれ6名 ずつの求道者のグループが.ζ・

たつできました。 そしてそれ に会員の配偶

者が3，4人 ，宣教師，私たち夫婦 を加 え，



各グループは大体13人 から14人 の構成にな

りました。

初め訪問 した時に断わられた人もいまし

たが，後でまた訪ね，2度 目の誘いをして

みました。そして もう一度勉強会を開くこ

とを話 し，それに出てみないかと聞いてみ

ました。私たちは霊感を受け宅この2度 目

の誘いをしたのですが，何人かの人が応 じ

てくれた時は本当にうれ しく思いました。

ひと通りレッスンを

終えながら，

初めはバブテスマに

至らなかったものの，

何年も経ってから

教会員になった人も

幾人かいます。

私たちが期待 したように，これらの集会 に

はみたまが豊かに注がれ，教会屓 でない人

人が胸に強 く迫るものを感 じているのがそ

の表情に見てとれるほ どで した。

普通は，ふたりの長老の内ひとりが前半

を， もうひとりが後半を教えるという進め

方で，その最中わからないことがあれば，

いつでも質問するように促 しました。時に

は質問の答えを翌週まで待って欲 しいと頼

聖徒 の道/1982年9月 号

んだこともありましたが， 彼らはいつ もそ

れ を受け入れて くれ，私たちも約束通 り必

ずそれに答えるようにしました。 しかし，

ほとんどの質問は，その場で，適格に霊感

の導 くままに答えることができ，求道者た

ち も納得してくれるのが常でした。

質間が出た時は，注意を払い， 忍耐強く

接 し，大体は聖書から， 時には末 日聖典か

ら聖 句を引用 して答えました。 人の心を変

えるのはみたまですが，教会が真実である

ことを知的な面か らも納得 してもらう必要

があ ります。 レッスンに耳を傾 け，モルモ

ン経や教会の書物 を読み， 自分で答えを見

いだすことでそれは可能 になります。本当

に知 りたいという気持ちで行なうなら，単

に感情的な心の動 きとみたまの働 きかけの

違いは大体よく識別できるようになるもの

です。 ですから私たちには質問にうんざり

するというようなことはなく，的確なわか

りやすい言葉で，1みたまの導きを得なが ら

答えるようにいつ も努めました。質間には

すべて答えましたが，全部が全部即答 した

わけではあ りません。求道者がまだ話 し合

う準備のできていない概念に関する質問や，

話 し合 いをその時の レッスンのテーマから

はずれさせてしまうような質問 も出ました。

そういう時には，即答 しない理由を述べ，

いずれ答える時が来ることを理解 してもら

えるように努 めました。

レッスンが回を重ねるにつれ，私たちは

この教会が真実か どうかを知ろうと学び努

める彼 らの中に，』福音への証がふ くらんで

いくのを見ました。 そして，質問が出尽 く
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し，みたまによる証を受けたことがわかる

まで，バプテスマのチャレンジはしません

でした。 その一例ですが，ある人は奥さん

と一緒にレッスンをひと通 り終えた後で，

5度 ほど私たちを 自分の家に呼びました。

その訪問のたびに1時 間くらい，私 たちは

彼から質問を受けて答え，彼はその答えに

ついて深く考えました。最後には質間 もな

くなり，共に証を得，喜 んでバプテスマの

勧めを受け入れ ました。

レッスンはすべて終了し，私たちは全員

にこの集会に来てくれたことを感謝し，彼

らの家に訪問させてほ しいと告 げました。

2，3日 の内に私 たちは長老たちと一緒にそ

れぞれの夫婦を訪ね， まだ残 っていた疑問

にすべて答えてか ら，バプテスマを勧 めま

した。驚いたことに，最初のグループの約

3分 の2の 求道者が受け入れて くれたので

す。

それから1週 間もたたない内に，私たち

の成功を知った何 人かの教会員が，同 じ方

法でまたレッスンを行なう予定でいるのか

と尋ねてきました。私たちはそのつ もりで

いることを話し， 彼らに教会員でない友人

を連れてくるように誘いました。そして，

何人かの人がこれに応じました。

今度は リス トに残 っていたすべての夫婦

に呼びかけることにしました。 そしてまた

約3分 の2か ら承諾 を得ることができまし

た。最初のグループに出席 したもののバプ

テスマまでに至らなかった人々の家も訪問

し， またふ'たつのグループ に分けて話 し合

いを持つことを話 し，出席するように誘っ
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てみました。 すると，何 と全員が出席した

いと言ってきたのです。 この時はそれぞれ

25人 近 くのグループで，みたまはさらに豊

かに注がれました。

ふた りの宣教師の話 し合いの進め方はさ

らに上手にな り，質問を受けた時の私たち

の答えも総 じてより明快 なものになってき

ました。・また祈 りの中でさらによくみたま

を感 じとることができるようにな り，出席

した幾人かは後になって， このレッスンで

教えを聞き，みたまを感ずるまで，証 とは

どういうものか本当はわかっていなかった

と述懐 しました。そしてさらに驚いたこと

に，出席 した約3分 の2の 人たちが証を得

て，長老たちかう別に教えを受けていた彼

らの子供たち数 人と一緒にバプテスマを受

けたのです。

この頃にはずっと続けて教えていく心構

えができていたのですが，・レッスンに誘え

るような親しい友 人はそれ以上いなくなっ

ていました。それか らしばらくして，私た

ちは30人 ほどの教会外の人々と友達になり，

前と同じようにしてまた良い結果を得るこ

とができました。 その内私たちはアリゾナ

のツーソンに引越しましたが， ここで も，

以前のように30人 ほどの友達 をつくると，

家に招いて家庭集会を行 ない，前と同様成

功を収めたのです。声をかけた約3分 の2

の 人がレッスンに出，その中の4分 の3の

人がバプテスマを受けました。 この時，私

と妻のジェーンはステーキ部宣教師に召さ

れていましたので， これらのグループはふ

た りで教えました。 しか し， もし自分たち



が宣教師でなかったとしたら，まだ専任宣

教師の力に頼ろうとしていたでしょう。

私たちの招 きやレッスンを受けて，感情

を害 した人はひとりもいませんでした。 レ

ッスンを2，3回 受けてからやめたいと言う

人 もいましたが，『その数 はわずか1割 ぐら

いでした。レッスンを全部受けた後でバプテ

スマを受 けなか ったのはたったの4分 の1

です。 まったく関心 を示さなか った人でも，

そういう集いに招かれたか らという理由で

苦情を言ったり，交際を断わってきた例は

ひ とつ もありません。

ひと通 りレッスンを終えながら，初めは

バプテスマに至 らなかったものの，5年 後，

あるいは19年 もたってから教会員になった

人も幾人かいます。彼 らが改宗するまでに

はそれだけの時間が必要だったのです。 レ

ッスンが全部終了した後で， もし交わ りを

絶や していたとしたら，彼らの最終的な決

断を遅 らせることはあっても，決 してその

助けになることはなかったで しょう。彼 ら

の幾人かは，我が家での別のグループのレ

ッスンの時も招きに応じて出席 し，ある人

などは全部で5つ のグループの レッスンに

繰 り返し出席したほ どです。 まだバプテス

マを受けていなくて も，教会の良き友人と

なった人もいます。 また今でも時々集会に

顔を見せ る人もいます し，皆建築基金の獲

得に協力したり，教会の何 らかの活動に参

加しています。まだ教会員にはなっていま

せんが，ほ とんどの人は証を持 っていると

思います。

私 たちのグループ集会に出席して教会員
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となった人々の内，約9割 は今でも活発な

教会員です。 そこにはグループ レッスンの

特異な面が影響 を及ぼ しているに違いあり

ません。 それは求道者たちがお互いの顔を

見合わせながら疑問に対する答えを得， ま

たみたまの力を感 じ取 り， よく祈 り，証を

得，教会に加わる決心ができるという点で

す。グループ集会は私たちの友情の絆を強

め，長年にわたって証 を保 ち，教会員 とし

て励まし合う上で力となってきました。時

には率直な働 きかけこそ最善の方法になる

ことを私たちは学びました。

話 し合いのため に

個人または家族でこの記事を読んだ後に，

以下の事柄について家族と一緒に話し合う

とよい。

1.

2.

3.

教会員でない友人にグルーブで福音を

教える万法には，どんな利点や不都合

な点があるだろうか。

友人を亘教師とのレッスンに招いて断

わられた場合の対処策として，何か役

に立つ提案があっただろうか。

友人を亘教師とのレッスンに招いたこ

とのない人，また実際に声をかけては

みたが思わしい結果が出てこな：かった

という人々は，その壁を乗り越えるた

めにどのような計画を立てたらよいだ

ろうか。

①
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「わ たしがきたのは，羊に命を得 させ，
豊かに得させるためである。」(ヨ

ハネ10：10)

私 は扶助協会の訪問教師の責任 をいただ

いてからもう何年 にもなりますが，その間

にたくさんの霊的な経験をしてきました。

数年前のひとつの経験は，今で も喜びとし

て私の心 に残っています。

数年前，同僚 と私は，未亡 人のアンダー

ソン姉妹(仮 名)と 彼女のふたりの子供 を

訪問するように割 り当てられました。ふた

りの子供 はどちらも肉体的には大人で した

が，知恵遅れのため家にいたのです。アン

ダーソン姉妹への梁しい訪問が始まってか

ら数 カ月して，私たちは、壱、子さんに会いま

したが，娘さんのローラには会うことがで

きませんでした。私たちはローラがひどく

内気なことを知 りました。 ローラはだれか

人が来るのに気づ くと， 自分の部屋に行っ

てしまうということでした。

ある土曜 日の午後，私は扶助協会のセ ミ

ナーに出席 した後で，月初めに訪問した も

のの留守でいなかったアンダーソン家に立

ち寄ろうと決心 しました。セ ミナーでひと

りの人の話に強 く心を動かされたか らです。

その人はこう言ったのです。「皆さんは訪問

をする時，担当の姉妹に仕えるために心か

ら努 力しているでしょうか。 それともただ

毎月訪問済みの印を付けるために訪問 して

いるのでしょうか。」この言葉 に私 は強い

ショックを受けました。 というの も，アン

ダーソン家族を訪問するようになって数カ

月になるのに，私たちはローラのことを知

ろうと心から努力していなかったからです。

私は心の中で，ローラが家にいて，彼女 と
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話す機会があ りますようにと祈 りました。

呼び りんを鳴らすと， アンダーソン姉妹

が出て来て，居間に通 して下さいました。

それか らすぐアンダーソン姉妹は，ちょっ

とすみません と言 って，ス トーブの上のも

のを見に行 きました。その部屋 にローラが

いたのです。足載せ台に足を載せて，揺 り

椅子に腰かけていました。

最初，ロー，ラは私を見て大分驚いたよう

でしたが，私がかがんで彼女の足のことを

尋ねると，落ち着 きを取 り戻 しました。

聖霊が私の心に静かに働きかけてくるの

が感 じられました。そして，私は心に思い

浮かぶままにローラに話 しかけました。「あ

なたに扶助協会に来て もらえた らと思うの

よ。あなたの美しい心に触れられたらみん

などんなに喜 ぶかしら。」

する とローラはこう答えました。「私 も行

きたいの。で も私の足大きいから， もう何

カ月も靴がはけないの。 歩こうとするとと

て も痛いの。」

私は再び彼女の足に目をや りました。確

かにローラの言う通 り大きいのです。その

時私はわかりました。 ローラは教会へ行 く

にしてもどこへ行 くにしても，人の助けな

しにはほ とんど動けなか ったのです。

その時みたまがささやきました。「彼女の

足の問題はあなたの問題です。あなたはそ

の問題をどうするつ もりですか。」

「医師の所へ連れて行 くべきかしら?」

と私は思いました。するとみたまが，「そう

です，今連れて行きなさい」 とせき立てま

した。

「今すぐ?」 私は思いまし、た。

「そうです」 とみたまはささやきました。

25



それで私は言いました。「ローラ，私がお

手伝いしましょうか。主人のおじが医者な

の。き ょうは仕事が休みだから家にいるは

ずよ。 おじは私の家の真向かいに住んでる

の。 これから私と一緒におじの家 に行 って

診てもらわない?」

ローラはしばらく私 を見つめていました。

目の表情からも感 じとることができました

が，私を信頼してくれたらしく， こう言い

ました。「行くわ。用意するのに少 し時間が

かかるの。手伝って もらっていい。」

私はローラを助け起こして，一緒に彼女

の部屋 に歩いて行きました。私は彼女の飾

らない姿に感動 しました。ローラは独 りベ

ッドに座 り，何時間いや何年 の間， 自分の

世 界の中だけで時を過ごしてきたので しょ

うか。 入口に立ってローラが何やら集めて

いるのを見ていると，前よりももっと強 く

聖霊の力を感 じました。 まるで救い主がそ

ばに立っておられるかのような気が しました。

涙が出てきました。主はローラのために

しているこの行為を実際に御存じだったの

です。突然，救い主の生活と教えに対する

理解の 目が大きく開かれたような気がしま

した。救い主は 「わたしの羊 を養いなさい。

互いに愛し合いなさい」 と言われたのです。

母親のアンダーソン姉妹に許 しを願った

ところ，彼女は私がローラにそのような関

心を持っていることを喜んでくれました。

彼女は，ローラの足がこうなったのは， ロ

ーラが13歳 の時 にかかった小児麻痺のせい

でどうにもならないと思い込んでいたので

す。

私はローラを連れて，主人のお じの とこ

ろへ行きました。確かにローラの足の病気
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は小 児麻痺による ものでしたが，治療でき

ることがわか りました。私は主人のお じに

言われて教会員の足の専門医と連絡 を取り，

数 日中にローラを診て もらうことになりま

した。

その専門医はロrラ の足を診察 した後，

待ち合い室 にいた私のところに来て，「あな

たがローラさんのお姉さんですか?」 と聞

きました。

「ええ
，彼女は私のことをヒンゼー姉妹

と呼んでいます。福音による姉妹ですわ」

く>・く>・ く>・く>・く>・ く>・く>・ く>・・く>・く>・ く>・く>・ く>・く>・

前よりももっと強く

聖霊の力を感じました。

まるで救い主が

そばに

立っておられるかのような

気がしました。

く>・ く>・く：>・く>・ く>・く>・ く>・く>・ く>・く>・ く>のく>・く>・ く>・

と私が答えると，医師はその意味を察 し，

にっこり笑うとこう言いました。「ローラさ

んから待ち合い室 にいる姉さんの ところに

行 って話して欲しいと言われたものですか

ら。 ローラさんはすぐに手術する必要があ

ります。」それから続けてこう言いました。

「手術をすればほとんど正常な歩き方がで

きるようになるはずです。

それか らヒンゼー姉妹， もし費用の面で

問題があるようでしたら，手術代は無料 に

できますからご心配なく。」そう言って医師



は再びほほえみました。私はみたまが彼に

も働 きかけていたことがわかりました。

ローラは手術を受けました。そして万事

うまくいきました。 同僚 と私は翌 日病院に

ローラを見舞いましたが，ローラは本当に

うれしそうな様子でした。ベッ ドから起き

てその辺 りを歩き回り，これからは動ける

ようになるという希望 に胸 を躍らせていま

した。

ローラの足の快復 は速く，包帯がとれて，

望み通 りどこへで も行けるようになるまで

あまり長くはかか りませんで した。 それま

で私 たちはほとん ど毎週， ローラの様子を

見 に彼女の家を訪ねていました。ある朝，

ローラと話 していると，みたまがささやき

ました。「彼女の足はよくなり，歩けるよう

にな りました。今度は何か意味のあるもの

を見つけて時間を過ごせるように助けてあ

げなさい。」

私はこのささやきに驚きはしませんで し

たが，主はこれほどまで，私たちが互いに

励 まし合い，助け合うように望 んでおられ

るのかと思うと，いξさか圧倒 されてしま

いました。

私はアンダーソン姉妹 とローラのことに

ついて話 し合いました。彼女は私が心配し

ていることをうれ しく思 ってくれたらしく，

私に助けを求めました。私は祈ってから，

自分が受けたみたまのささやきについて訪

問教師の同僚 や私の夫 と話 し合いました。

それから私たちはこの新たな責任に応える

ために，いろいろなことを調べ ました。

近 くの町に障害者のための特別な学校が

あ り，心理学者の夫は私 たちに，そこで働

いている 自分の友人に援助を求めてみては
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と勧めてくれ ました。 この友人はローラと

私 に学校で会 うことを約束してくれました。

約束の 日の午後，ローラを迎えに行 くと，

母親はその 日のために新 しい服を用意して

いました。 シンプルで質素な服でしたが，

ローラには とて もよく似合っていました。

ローラは落ち着かないようでした。彼女に

とって特別な，新しい冒険に乗 り出す 日な

のですから無理 もありませんでした。 ロー

ラは自分が学校でうまくやっていけるか 自

信はなかった ものの，学校に入りたいと心

から願っていました。

学校側はローラを丁重に扱ってくれまし

た。学校 の中を案内され，授業 と実習か ら

成る2部 制のプログラムについて説明を受

ける時のローラは興奮気味でした。ローラ

は実際に働 いてお金を得ることができるの

です。ローラにとって，ほんの数 カ月前ま

では夢に も考えられなかったことでした。

書類 に記入するため机に向かうと，校長

先生はこのように言われました。「ヒンゼー

さん， ローラを私共の学校 にお迎えできて

うれしく思います。彼女の進歩状況をお知

らせするためにこの用紙 にあなたの名前と

住所を記入していただけますか。 ところで，

あなたのことですが何と書けばよいでしょ

うか。友人?扶 養者?後 見人?そ う

ですね，後見人とお呼びすることにしまし

ょう。 ローラの後見人と。これでよろしい

でしようか?」

感謝の涙が 目にあふれました。「後見人，

それでよろ しいですわ。」
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愛が

繋

す鍵 で した
。

ジェー ン ・ラリー ・ロビンソン

騨、

嚢鮒 雀!

齢 ，

夫
のパワー ドは立派な末 日聖徒の血統

の出でした。両親とも，献身的な開
まつえい

拓者の家族の末喬で，父方の祖父 も母方の

祖父も，1879-80年 にかけてサンワン河地

区への道を探索するために召された人で し

た。

パワー ドの父親は，1927年 に家族共々ユ

タ州のパラゴナからコロラ ド州西部 の高原

へと移住 しました。 そこは羊を飼うにはよ「、

い土地でしたが，町へ出るには50マ イル以

上もあり，末 日聖徒のワー ド部はありませ

んでした。

パワー ドも彼の兄 も，早 くか ら働 くこと

を学びま した。働 きづ め に働 き，家族や

教会から遠 く離れて，苛酷な自然，寒さ，

文明から隔絶 した環境の中で生きることを

学んだ彼らは， 自己の力を過信するように

なり，福音の証を培 うことをしなくなって

しまいました。 そうして，ふたりは宗教な

ど必要ないと考える， 自負心の強い青年 に

育っていったのです。

パワー ドと私は，1938年 ，16歳 の時に知

り合 いました。彼は 「モルモン教会の一員」

でしたが，私は4年 の後に彼と結婚 しまし

た。 それか ら6年 の内に3人 の子供 に恵ま

れましたが，しばらくして私は宣教師の訪

れを受けました。そして`私 も 「モルモン

教会の一員」になったのです。私の生活に

大きな変化が生 じました。私は何年かの間，

真実の福音を捜 し求めていました。ですか

らそれを見い出した時には，もう全身全霊

で受け入れたのです。私は私 の家族 に福音

への信仰を教 えようと決心 しました。 そし

て，夫はもちろんのこと，家族全員を改宗

しようと努力しました。子供 たちも教会の

中で育てました。

で も，家族は私 に背を向けました。 それ

は私にとって，とて も大きな試 しで した。

しば らくして近 くに教会の小 さな支部がで

きましたが，夫は無関心で， いらいらした

様子さえ見せるようになりました。私 はと
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言えば，初等協会や 日曜学校で働 くのが楽

しくて，当時は5人 になった子供 たちを連

れて通 いました。で もパワー ドは私が教会
うつぷん

に行き過ぎることに腹 を立て，欝憤を私に

ぶちまけました。私は裏切 られたように感

じ，そら恐 ろしくな りました。 どうしたら

家庭の和を築 くことができるのか，途方に

暮れてしまいました。

ある 日のことでした。私 は心がひ どく乱

れ，孤独に引きずり込 まれるような気持ち

で，草原の方へ歩いて行きました。泣きな

が ら，干草の山のそばにひざまずいて，私

は自分の問題について一心不乱に天父に祈

りました。長い時間が経った後で，はっき

りとした祈 りの答えが与えられました。「夫

を愛しなさい。」

それは，私が期待した答えではあ りませ

んでした。私は考えました。「私は彼を愛し

てきたわ。できることはみんなしたわ。」家

へ弓1き返す途中，私はその祈 りの答えを頭

か ら振 り払おうとしましたが，できないこ

とを覚 りました。

その後，私は再び祈 りました。「どうした

ら，天のお父様， どうしたら主人に愛を示

す ことができるのでしょうか。」遂 にまた答

えがやって来ました。「批判してはならない。

敬いなさい。ほめてあげなさい。 よく話 し

合いなさい。あなたの証を述べなさい。」

私は自分がどんなに間違 っていたかに気

付かされました。それまでずっと，私はあ

ら捜しばかりして， いらいらしていました。

パワー ドをほめたことはあまりなく， 自分

の本当の気持ちを話 したこともなく，ぷ り

ぷ りしてばか りいました。 自分 にとって救

い主が どれほど大切 な存在か，私が福音に

ついてどう感じているかなど，主人に話 し

たことは一度 もなかったのです。

聖徒 の道/1982年9月 号

やっと，私は自分が変わらなければなら

ないことを覚 りました。道はひとつしかあ

りません。みたまが毎 日私 を励 ましてくれ

ました。2，3日 して，私は初めて私の証を

主人に伝 えることができました。主人は聴

いてくれました。私 の心に勇気が湧いてき

ました。私は子供たちにも応援 を頼み，み

んなで心を合わせて祈 りました。それか ら，

ワー ド部の神権指導者 にも頼みました。彼

らも力を貸 してくれました。

みたまの助けによって，ゆっくりとでは

ありましたが，変化が起こり始めました。

パワー ドは，子供たちや私が参加するいく

つかのプログラムに来てくれましたし，時

時教会にも足を運んでくれました。親の出

席のないままに，4人 の子供たちは神殿で

結婚 しました。 それか ら，5番 目の子供が

婚約 し，私たち夫婦 に， 自分 と一緒 に神殿

に入れるよう一年間準備して くれるように

と言って来たのです。

ハワー ドはできるか どうかわか りません

で したが， とにか くそれをふたりの目標 に

しました。 そして，結婚35年 目にして，私

たち夫婦は神殿に入ったのです。5人 の子

供たちとその結婚相手，そして私たち夫婦

は共 にプロボ神殿 に参入し，家族の結び固

めを受けました。何 と素晴 らしい，霊的な，

楽 しい日だったことでしょう。

以来，ハワー ドはスカウ トマスター，長

老定員会会長，副監督，ホームティーチャ

ーなどの責任を受け
，今は大祭司グループ

リーダーとして働いています。ハワー ドは，

彼を知るすべての人か ら愛され，尊敬 され

ています。私は，あの遠い昔，心を傾 けて

祈 った時に与えられた答えをどれほどあり

がたく思っているか， とても言い表わすこ

とができません。「夫を愛 しなさ巨。」
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失敗した1ら赦しτ〈れ!
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私
の父は長い間，神の存在を認めてい

ませんで した。 それでも神の創造の

業である素晴らしい自然をこよなく愛して

いました。
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毎年夏になると私たちは家族で旅行をし

ました。とは言ってもにぎやかな行楽地にで

はあ りません。 人間の甘えなど一切通用し

ない，険 しい大 自然の中に飛び込む，まさ

しく冒険旅行なのです。 よくリュックを背

負って山を歩き回ったものです。馬に荷を

積み，今は見捨てられた昔の道を通って夏
ぱ っ しょう

の山野を蹟 渉したことも何度かありました。

開拓者が使ったような幌馬車を駆って，人

里遠 く離れた所へ旅したこともあります。

こうした数々の楽しい思い出を語る時，
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必ず思い出すのが， ピュージェッ ト・サウ

ンド(米 国ワシン トン州の太平洋岸にある

湾)で 体験したあの夏の 日の出来事です。

丸太を巧みにくり抜き，へさきに動物の

頭の像を高く掲げた長さ9メ ー トルほ どの

カヌーが， その夏の私たち家族の住 まいで，

それを操ってあちらこちらと旅 をしました。

顔は真っ黒に日焼けし，まるで原始人のよ

うな楽しい毎 日で した。

この旅も終わ りに近づいたある時，私た

ちはカヌーを砂浜に引き揚げると，体を砂

の上にぐったりと横たえ，時の経つのも忘

れて休んでいました。 ところが突然， もう

少し旅を続けてほかの所へ行 ってみようと

いう考えが，だれからともなく出てきたの

です。 日は大分西 に傾 いていましたが，皆

それに賛成で した。全員カヌーに乗 り込み，

眠 りたい者のためには毛布 を敷 き，湾の対

岸 目指してこぎ出しました。 カヌーはかな

りの幅があり，船べ りにはオールが備え付

けてありました。各 自はオールを持 ち，昔

のガレー船の奴隷のような格好でカヌーを

進めましたる私たちはそれから先どういう

ことになるのか何 も考えず，のんきに構 え

てカヌーをこいでいましたが，間もな く潮

の流れの激 しいことに気がつ きました。 カ

ヌーがものすごいスピー ドで岸から離れて

行くのです。速い潮流に捕らえられたカヌ

ーはたちまち湾の外に向けて流されました
。

蒸汽船に乗って船長.をしたこともある父親

は迫り来る危険を察知 しました。嵐が来て

いたのです。それ も暴風雨が。

父は少しでもカヌーが揺れないようにす

るため，母とふたりの子供 を座 らせると，

「さあ
，お前たち4人(私 と兄と、ζ、たりの

32

妹)で こぐんだ。 だが，最後のひと.ζ、んば

りの時に使う力だけは残しておくんだ。」

間もなく嵐が襲ってきました。 波は次第

に高 くなり，夜の闇が迫っていたために，

はるかに見える丘陵の姿は一層かすんでき

ました。何としてもそこにこぎ着けなけれ

ばならないのです。父はあわ立つ大波の中

を巧みにカヌーを操 りました。横波をひと

つ食らっていたら，転覆は間違いあ りませ

んで した。

私たちはなおこぎ続けましたが，辺 りは

すでに夜の闇が覆 っていました6だ れもひ

と言 もしゃべ り、ません。 風と波しぶきが顔

を激しくたたきました。私たちはオールを

波 に捕 られて，海のもくずとならないよう，

十分注意しながらこぎました。

私たちはひたすらこぎ続け，手足は棒の

ようになってしまいました。 しかし手の動

きを止めるわけにはいきません。私の腕は

感覚を失 って，オールを動かすだけの機械

と化 していました。

風を突いて父の声が聞 とえてきました。

「大丈夫か!」

「大丈夫」 と答えを返すと
，また闇の中

を風と波 に向かって続けました。

それか らどの位の時間が過ぎたで しょう

か。風と波のうねる音 にまじって，波が岩

に当たって砕ける音が聞こえてきました。

そして， 目指 してきた断崖の黒い影がぼん

やりと見えてきたのです。私たちは岩 に砕

け散る波の音だけを頼 りに進みました。 さ

かまく大波の中に引き返せば，転覆するし

かありません。 くずれ落ちる高波の間をぬ

って力の限り速 く進 まなければなりません

でした。 しかし，一'前進するといっても， そ



の先がどうなっているのか見当もつきませ

んで した。 その頃までには 目も大分暗闇に

なれていましたが，断崖の下がどういう地

形になっているかまでは見分けることはで

きませんでした。 それでも私たちは断崖の

黒い影を目指 して進みました。

その時父が口にした言葉は今でもはっき

りと覚えています。「これで失敗したら赦 し

てくれ。成功の確率は万にひとつだが， チ

ャン鍋 はこれしかない。準備はいいか?」

「大丈夫!」 …

私たちは不気味な黒い影をそびえさせる

断崖 目指 して， まっしぐらにこぎ進みまし

・た。前に何が待 っているかなどとは，考えもせ

ず，腕 も折れよとばか・りにこぎました。 そ

うこうしている内に，急にカヌーの向きが

変わ りました。

「オールを引っこめろ!」 と父が叫びま

した。

素早 くオールを引き入れると，砂が舟底

に触れる柔らかな感触があ りました。 カヌ

ーは舟 底 を砂 浜 にす りつけて停止 しまし

た。強い風が顔に吹きつけていました。見

上げると，手 も届かないはるか上の方で，

風に吹かれた木々が ヒュー ヒューと音を存

てていました。

私たちは，打ち寄せる大波にカヌーが上

下に揺れるほかは，何 も感 じませんで した。、

しばらくは，だれ も何 も言いませんで した。

そして父が放心 したように言ったのです。

「神 は本当にいるんだ。」

私 たちは夜明けまでそのままでいるしか
こんばい

あ りませんでした。疲労困懲 した私は眠 り

込んでしまいましたが，父と母 は朝まで一

睡 もしませんでした。潮の流れはおさまっ

聖徒 の道ノ1982年9月 号

ていたでしょうが，私たちは相変わらず危

険な状況にあったからです。

翌朝 目を覚まして初めてわかったのです

が，私たちのカヌーは断崖 にできた狭い裂

け目のような所に入り込んでいたのです。

幅はカヌーがやっと入れる位 しかなく， ど

っちを見ても岩で囲まれていました。父の

判断やオールを操 る手元に少しで も狂いが

あったら，だれ も生き残 ってこの話を人に

伝 えることはできなかったでしょう。何キ

ロメー トルにもわたって険しレ〉断崖が続く

その海岸線で，このような裂け 目はほかに

一箇所もあ りませんで した。

荒狂う闇の嵐の中を木の葉のようにもま

れながら，ちょうど入り込める大きさの，

しかもたったひとつしかない避難所にまっ

すぐた どりつけた というこの事実を考える

時，天父の助けがあったと言う以外に，ほ

かにどのような説明もあ り得ないことがわ

か ります。

この出来事をきっかけに，私の家族は真

のイエス ・キ リス ト教会を探すようになり

ました。 そして長 い年 月の末に，私 と母 と

妹たちは末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の

会員どなることができたのです。父もジョ

セフ ・スミスは真の予言者であると信 じる

ようになりましたが，バプテスマを受けな

いまま亡 くなってしまいました。

これまでもピュージェット ・サウン ドで

のあの夜の出来事 は何度も何度 も脳裏 に浮
い けい

かんできましたが， その度に畏敬の念を新

たにしています。あわをたてて荒れ狂う闇夜

の海の中で，頼るすべをまったくなくした

時に，父は神が天地を治めた，もうことを知

ったのです。
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の活発なフランス人家族がどのような人々

で， また特に奥さんの改宗 に私が大きな力

となったということにもまったく思い当た

る節がなかったのです。 フランスで私が教

えたり，バプテスマに導いた人々の中では

覚えのない家族でした。私はもしか してと

思いながら，伝道中につけていた小さな 日

記を開けてみました。 そして1964年 の 夏の

頃の箇所 にデイマール家族について書いた

部分を見つけたのです。

「7月8日
，デイマール家の奥さんに約

束の初めてのレッスン。」

「7月9日
，デイマール家の御主人と初

めてのレッスン。 なかなか難しそうな人。」

記憶がよみがえってきました。家族の顔

こそ思い出せませんでしたが，家の様子が

ぼんやりと頭の中に浮かんできました。そ

の時の私の新 しい同僚はまだフランス語が

話せず，私は苦労 しなが らひとりで レッス

ンを進めました。12の レッスンの内，4つ

までは進んでいたのですが，その家の御主

人が私の言葉の一つ一つ に突っかか ってく

るのです。がっかりする同僚 に，話を聞き

たいと言う人がすべて福音を受け入れる備

えができているとは限らないと言いなが ら，

その家から帰った時のことを思い出しまし

た。

「7月21日
， 戸別訪問を7時 間行 なう。

デイマール家を訪問，奥さんは信仰のある

素晴らしい人。」

「7月26日
， アメ リカ人支部で伝道プロ

グラム。 お休み会員と，デイマール家を訪

問。」

「7月29日
，デイマール家でレッスン。こ

れ以上訪問しても無駄のような気がする。」

家族の中のひとりだけが福音を受け入れ

る気持ちを持っているが，ほかの家族たち

の反対が強いために，宣教師がバプテスマ

のチャレンジを受け入れる準備のできた他

の人々に移 っていかざるを得ないというケ

ースはよくあります。 デイマール家の場合

もそうで した。

私の元に郵便で1巻 のテープが送られて

きました。 中には改宗までの道のりを語る

デイマール家の人々の声が吹き込まれてい

ました。

私が最後の訪問をしてから1カ 月ほどた

ったある 日， デイマール姉妹は くつを磨 き

ながら，兄弟と福音のことを話 していまし

た。兄弟は前と同じように，モルモン経を

受け入れる様子は少しも見せませんで した。

彼女は心の中で，「私 にはわからないけど，

家族がモルモン経が真実であることに気付

く 日がいつか来るか も知れない」 と思いま

した。 その時突然，彼女の耳にモルモン経

が真実である と証する私の声が聞こえてき

ました。最初は恐れを感 じましたが， それ

はたちまち大きな安らぎと喜びに変わりま

した。 それか ら何週間か彼女はその時のこ

とを幾度 も考 え，みたまの証 を感じました。

それか ら時は移 り， デイマール家は同じ

ベルサイユの別の所 に引っ越しをしました。

私との出会いか ら6年 たった1970年 ， ふた

りの長老がデイマール家を訪ねました。姉

妹が彼らに最初に話 したのは，何年 も前の

姉妹宣教師の訪問と，その後で経験 した霊

的な出来事でした。長老たちはそれは聖霊

の証であると説明 しました。姉妹 もそれが
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真実であるという確信と，教会員にな りた

いという気持 ちを話 しました。 しか し彼女

のバプテスマは， デイマール兄弟の心が変

わるまで待たなければなりませんでした。

デイマール家の娘さんが盲腸炎になった

時のことです。デイマール兄弟は職場から

病院へ真っ直ぐ駆けつけました。 ところが

いるのは子供だけで，姉妹の顔が見えない

のです。家に帰るとデイマール姉妹はふた

りの宣教師と話をしていました。彼は怒 り

をあらわにしなが ら，宗教のことを心配す

る前に， もっと娘のことを心配したらどう

か と言い，ひ とりの宣教師の聖書を引き裂

いて，窓の外に投げ捨ててしまいました。

そして彼女を病院に連れて行き，付き添い

をさせたのです。

次の 日，デイマール姉妹は，「宣教師がお

金持ちでないことは知 ってるはずで しょう。

自費でこの国に来ているのよ。聖書の分だ

けは弁償 して下さるわね」と強い口調で夫

を責めました。デイマール兄弟は宣教師の

所を訪ね，破 いた聖書の弁償をしましたが，

もう2度 と家には来て欲 しくないと言い渡

聖しました
。

しか し，何 カ月かたつ内に彼の心 も和ら

ぎ， デイマール姉妹が レッスンを受けるの

を許すようになりました。、そして1971年 ，

デイマール姉妹は上の3人 の子供 と一緒に

バプテスマを受けたのです。兄弟の方 も教

会に顔を見せ，悪い習慣をやめるようにな

り，1972年 つ いにバプ テスマの水 をくぐり

ました。彼は後に，聖書を破った宣教師に

手紙を書きました。伝道中あま りバプテス

マの機会に恵まれなかったその長老は，記

念の品々の中にあの破れた聖書を入れて，

すでに故国に帰環 していましたが，この思

わぬたよりを読んで，喜びに涙しました。

デイマール兄弟は，伝道の仕事は本当に

大切で，決して失望 してはいけないとすべ

ての宣教師に訴えたいという言葉でテープ

の話を結んでいました。デイマール兄弟は

ある時，私が写っている写真を持つ会員を

見つけ， それ をもらうと額に入れて居間の

壁に掛け，ベルサイユに新 しい寧教師が来

るたびに，写真の中の宣教師を知らないか

と尋ねていたそうです。

またデイマール兄弟は， 自分の 「土地」

はあまり肥えていなくて，育つの も，実を

つけるのも大分かかったが，福音の種をま

いて くれた私 にいつも心から感謝 してると

言い，家族 も一 人一人，感謝の言葉と私の

上に主の祝福 があるように祈っていると言

っていました。

私は心に熱い ものを感 じながら，そのテ

ープを聞き終 え
，一緒に送られてきたフラ

ンス語のモルモ ン緯を開いてみました。中

には一 人一人の証 を添えたデイマール家の

人々の写真が入っていました。彼らはそう

して， 自分たちの国の 多くの人々に証を伝

えていたのです。

涙がほほをつたいました5私 のまいた種

が長い年 月の後 に実 を結んだのです。こと

の始 まりはモルモ ン経への私の証でした。

それがいつ実を結ぶかはだれにもわか りま

せんで した。私 たちの行ないが他の人にど

う影響することになるか， それ を言うこと

はだれにもできませ ん。

聖 徒の道/1982年9月 号 37
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あさ

ヒー ドは,朝 ごはんのラシー(バ

ナターミルクとサトウキビのしる
をまぜたもの)を ごくんとのみました。

あさ

ほんとうは,朝 ごはんなんかほしくあ

りません。なぜって,き ょうは生まれ
がつこう い

てはじめて学校へ行くんですもの。む

ねがわくわくして,ご はん どころじや

ないんです。

ナヒードは,も うすぐ11さ い,ず っ
まえ カジつこう い カごっ

とずっと前から,学 校へ行きたい,学
こう い お も

校へ行きたいと思っていました。でも,
ちい

ナヒードのすんでいるパキスタンの小
むら おんな こ がつこう い

さな村では,女 の子が学校に行くなん

て,す ごくめずらしいことでした。ナ
い

ヒードは,ゆ うびんきょくへ行って,
だいしょがかり じ か

代書係のアリ･ム ジュバルが字を書く
み だいしよがかり

のを見るのがすきでした。代書係とい

うのは,学 が善けない粒の矢たちのか
て がみ か ひと

わりに手紙を書いてあげる人のことで

す。それにナヒー ドは,ム ジュバルが
て がみ む ら ひと よ

手紙のへんじを村の人たちに読んでや
き

るのを聞いているのもすきでした。
て がみ だいしよ

アリ･ム ジュバルは手紙の代書をた
ひと だ

のんでくる人に,ま ず,｢だ れに出すの
き つぎ

だね｣と 聞くのです。そして次に｢ど
だ

こへ出すのだね｣っ て。それからムジ
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〃o蕊 ζ

さんはしんぱいそうに,ま たたずねま
がっこう

した。｢学 校はどうだったの。｣
かあ
｢お 田 さん

,わ た し,ア リ･ム ジュ
か

バルみたいには書けないわ。アリ･ム

ジュバルは手繕にず6ご くたくさん学
か か

を書くけど,わ たし,ひ とつだって書

けないんだもの。｣
かあ て

お田さんは手をやすめて,じ っとナ
め み

ヒードの目を見ていました。そして,

しずかにこういいました。｢ナ ヒー ド,
おんな

女のしごとは,た いていすぐにおぼえ
じ かん

られるわ。おぼえるのに1時 間かかる
にち

しごともあれば,1日 かかる しごとも

あるけど,で もまあやさしいわね。お
かあ とき

田さんがナヒードくらいの時には,そ
おんな

んなしごとしかならわなかったわ。女
こ がつこう い

の子は学校に行 かれなかったのよ,で

も,あ なたはことばや,こ とばのすば
し

らしさを知ることができるの。でもね,
じ セぶ ん

ことばのすばらしさは,す ぐに自分の
いち

ものにすることはできないわ。……一
にち

曰くらいではとてもむりね。｣

ナヒードはうつむいていました。お
かあ

田さんのいうことは,ほ んとうで した。
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がつこう い ひ なん

学校に行けばその日のうちに何でもわ
おも

かるようになるなんて思っていたのは

たいへんなまちがいだったのです。ナ
かあ

ヒードはお田さんのそばをはなれて,
むら なか ほう い

村のまん中の方ヘスキップして行きま
こころ

した。なんだか,心 がかるくなってい

笏

･
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勇
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ジョセブ･フ ィールディング･ス ミス
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｢お 簾罷 薯認窪
あか う

した。『だれかに赤ちゃんが生まれるん
おも

だ』とジョセフは思 いました。ジョセ
きょうだい

フ･フ ィールディング･ス ミスは兄弟

●

16
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嵐
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なか にい

の中で一ばんお兄さんだ ったので,お
かあ ば しゃ あか う

田さんを馬車にのせて,赤 ちゃんが生
ひと

まれる人のところまで,よ くつれてい

ってあげていたのです。
だいかんちよう おも だ

大管長は,そ のころのことを思い出
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ジ ョリー ン･メ レデ ィス

じゆう

ジョリーン･メ レデ ィスによる十
に し と ていいんかいかいいん

二使徒定員会会員工ル･ト ム･ぺ
ちようろう

リー長老へのインタビューよ り

★ ★

き しゃ ちょうろう せ かい

メレディス記者:ペ リー長老,世 界の
こ ども なに はなし

子供たちにむけ'て何かお話 していた

だけないでしょうか。
ちょうろう こ ども

ペリー長老:子 供たちには,で きるだ
ぬし しょうがい

けたくさんすくい主の生涯について
べんきょう ぬし ちか

勉強 し,で きるだけすくい主に近く
せいかつ おも

生活するようにすすめたいと思いま
き も き

す。うれしい気持ち,し あわせな気
も さま

持ちになれるのは,イ エス様にした
せいかつ

がって生活するときだけです。イエ
さま せいかっ かなら

ス様にしたがって生活しないと,必
き も

すばつをうけ,か なしい気持ちにな
こころ

ったり心がいたくなったりするので

す。
べんきよう

勉強したことがよくおぼえられる
ほうほう ちい じ ぶん

ような方法を小さいころから自分で
かんが

考えてみるといいですね。たとえば,
つく

ファイルを作ることがあります。わ

たしのファイルはとてもかんたんで,
こ ども っか

8さ いの子供でも使うことができま
せいてん よ たいせつ

す。聖典を読んでいて,と くに:木切

44

み わたし

なところを見つけると,私 はそこに
せん なに せい く

線をひいて何をいいあらわした聖旬
かんが せい く

かを考えます。そして,そ の聖旬が
しんこう

信仰についてのものなら,ま わりの
しんこう か

あいているところに｢信 仰｣と 書き

ます。
せい く

わたしたちは,聖 旬をおぼえよう
よ じ かん

としないで,読 むことにばかり時間
おも

をつかっているように思います。ふ
よ

っうわたしたちは読んだものの10パ

ーセントしかおぼえていませんが
,

どりよくすれば,50～60パ ーセント

もおぼえることができるのです。そ
とき

れを8さ いの時からはじめたとした

雛騨灘
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していた田と知り合ったのです。や

がてふたりはけっこんし,i蔓は穫震
がっこう い ぺん

をやめて,ほ うりつ学校に行き,弁
こ し

護=t:に な りま した 。
ちぢ ぺんきよう ひと

父はとてもよく勉強する人でした
かた し

が,く つろぎ方も知っていました。
ど び こ ご か ぞく

土よう日の午後などは,家 族といっ
い

しょにローが ンキャニオンに行って

つりをしたり,ハ イキングをしたり,

ボールであそんだりしました。わた
ちい ちぢ

しは小さなころから父といっしょに,
な

ていてつ投げをしました。
はは ひと

田は,と ってもすばらしい人でし
し ひと なか

た。わたしが知っている人の中では,
あさ

だれよりもはたらきものでした。朝
いち はや よる

は一ばん早くおきて,夜 はみんなが
はい

ねてからベッドに入りました。おき

ているあいだは,ず っとはたらいて
はは か ぞ く だいいち かんが

いました。田は家族を第一に考えて
ちぢ

いて,父 をとてもよくたすけました。
ちぢ ねんかん

父は18年 悶かんとくをしてはたらき,
ねん ぶちようかい

それから20年 ステーキ部長会ではた

らきました6
こ ども

わたしは,･子 供のころ,と てもす
せんせい なん

ばらしい先生にめぐまれました。何
ねん しょとうきょうかい かいちょう

年も初等協会の会長をしていたジョ
し まい いま

ンソン姉妹のことは,今 でもわすれ
し まい

られません。ジョンソン姉妹はとて
ひと

もやさしい人でした。
いちばん

でも一番よくおぼえているのは,

し まい し まい

コール姉妹です。コール姉妹は,ほ
せ き ひ と

う石のようにすばらしい人でした。
せんせい

あるときコール先生はトレイルビル
しょとうきょうかい さいねんちよう こ ども

ダーズ(初 等協会の最年長の子供た
い

ち)と いっしょにハイキングに行こ

うとしました。そして,た からさが
けいかく

しゲームを計画したのですが,そ れ

がちょっとかわった,た からさが し
こ ども

ゲームだったのです。子供たちのさ

がすたからひとつひとつが,レ ッス

ンにかんけいのあるもので,ひ とつ

さがしあてると,そ れがまたべつの
おし

レッスンを教えてくれるようなもの

で した。それに,い つもすてきなし
よう い

ようひんが用意してあって,さ いご

にはとくべつなごほうびがあるので
こころ

したdわ たしたちの心をひきつける
せんせい はうほう

コール先生のどくそうてきな方法は,
め み

目を見はるばかりでした。
せんせい ひと

コール先生は,あ たえつづける人
せんせい

で した。このあいだ,コ ール先生の

むすごさんからでんわがかかってき
せんせい

ました。コール先生がわたしのため
くだつく

に作って下さったプレゼントを,と

どけてくれるというのです。むすご
じ む しよ せんせい

さんは,わ たしの事務所に先生がお
つく くだ うつく も

作り下さった美しいキルトを持って
うつく

きてくれました。美しいもようをえ

がいて,幽きようにステッチがほどこ
せんせい い ま

されていました。先生は,今91さ い
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せつめい
アからコのうち,1か ら10のことばについて説明しているのはどれですか。

1.リ アホナ

2.ラ メアントム

3.し んちゆうばん

4.デ ゼレ ト

5.じ ゆうのはた

6.バ ウンテフル

7..さ いだん
い し

8.石 な げき

9.て つ のぽう

10.や くそくのち

オ
て い

ニーファイがレーバンから手に入

れたきろく

力
み

リーハイとニーファイが見たじげ
なか かみ

んの中で,神 のみことばをあらわ

すもの

キ
じん

かたくななゾーラム人が,い のる
だい

ときにつかった台

ク
うわ ぎ

モロナイが上着をひきさいて｢わ
かみ い励きよう じ ゆう へい わ さい

れらの神と宗教と自由と平和と妻
し か

子のために｣と 書いたもの
ア

じん

レーマン人がつかったぶき

ケ
かみ

神さまにかんしゃをささげるため
つ く い し だ い

に,リ ーハイが作った石の台イ みつばち

ウ
ただ ひとびと

ニーファイと正しい人々のだめに
と ち

よういされた,す ばらしい土地

コ リーハイとそのかぞくがキャンブ

した,く だものや,の みつがたく

さんあるところ

工
ひとびと ただ おこ

人々が正しい行ないをするときだ
みち

け,じ しゃくのように道をさしし

めす,し んちゅうのどうぐ
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なご}りを惜しむ

菊地長老歓送会

7月11日,吉 祥寺の東京 ステーキ部セ ン

ターに於いて菊地良彦長老歓送会が催され

た。

教会幹部 に召されて以来4年 間,日 本･

韓 国地域 担 当代表役 員 として働かれた長

老が,こ の度その任期を終えて,御 家族と

共にソル トレークに移られることになった

ためである。菊地長老の在任期間中,日 本

の教会貝数は34,000人 か ら72,000人 に,ス

テーキ部数は7つ か ら22へ と成長した。

当 日礼拝堂には東京地区の各ステーキ部

から教会員がつめかけ,鈴 木正三地区代表

の司会によって会は進め られた。 ス≠一キ

部長,地 区代表による長老への感謝の言葉,

長 老 の思 い 出話 な どに,美 しい独唱やコ

ーラス
,独 奏などが加わ り,会 を盛 り上げ

写真左:閉 会後,分 かれを惜しむ菊地長老夫妻。

写真右:歓 送会に出席 した菊地家の子供たち。

(右からサラさん,リ ナさん,又 意 くん,ル カさん)

写真下:菊 地長老 との思い出を語る田中長老。

難

鼻鬼讐　
ていた。最後に菊地長老御夫妻が話され,

約2時 間にわたる会を終 了した。

菊地御家族は7月13日,日 本を後 にし,

ソル トレークに向かわれた。
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した。私もそのつ もりで準備していました。

ある夜,母 と兄が私 を高校にやるだけのお

金がないと話し合 っているのを聞きました。

次の朝,私 は母 と兄 に｢定 時制高校 に行き

ます｣と 言いました。

それから私は仕事 を探しました。朝早 く

とうふを作 って売る仕事が見つか りました。

喜んで働きましたが,育 ち盛 りの少年 にと

って朝の早起きは大変でした。朝は3時 か

ら4時 頃起きてとうふを売 り歩き,夜 は6

時頃か ら定時制高校 に通い,11時 頃 に帰っ

て来るという生活が続きました。ある 日,

疲労が重なり,倒 れてしまいました。病院

のベッ ドで先生か ら,骨 が冷えてゆ く奇病

だと言われ ました。 もう先がないという自

分の状態を知った時,生 まれて初めて手を

合わせ,見 知らぬ神様なる存在にお祈 りを

捧げました。 この世 に生きる目的があ.るな

ら助けて もらいたいと祈 りました。

2カ 月が過ぎ,奇 跡的に快復し退院しま

した。 それから丁度3日 目に宣教師が訪ね

て来ました。私は外人は大嫌 いでした。｢お

まえたちはおれのおやじを殺 したではない

か。｣少年 であった私 は,恨 みを持っていま

した。私は,帰 って くれ と言いきした。 し

かし外人宣教師の丁寧な,た どたどしいけ

れども心温まる 日本語を聞いて,5分 だけ

と家に入れました。それが宣教師との出会

いでした。

私は,ジ ョセブ･ス ミスの話 とその素晴

らしい教えを,渇 いた喉を潤すように飲み

干しました。2週 間後,.寒 い北海道の4月

の海でバプテスマを受け ました。 その時体

が熱くなって,涙 がたくさん こぼれ落ちま

した。私は宣教師たちと神様 に感謝 しまし

た。
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皆様方もそのようにして宣教師から懐 し

い永遠の調べを聞いて,教 会に集 うように

なっています。 この大切な福音の光をもっ

とたくさんの人々に分かち与えようではあ

りませんか。

私は,キ ンボニル大管長が東京神殿を奉

献された時 に感じた永遠の 日の光栄の喜び

を,ひ とりで も多くの人々に味わっていた

だきたいと祈るような気持 ちで主のみ業を

進めて きました。 しか し,自 分を振 り返っ

て,も っともっと素晴 らしくできたのに,も

っと幸福を同胞に差 し上げられたのに,自

分の不 出来のために十分できなかったのが

残念でな りません。

兄弟姉妹の皆さん,神 様は本当に生きて

おられ ます。私ができなかった分 を心をひ

とっにして,さ らに前進させて下 さい。

これ まで私 ども家族のためにたくさんの

人々がお祈 りして下さったに違いありませ

ん。 どうもありが とうございま した。 また,

き ょうこの場にあるのは,天 のお父様の恵

みによると同時に,皆 様の助けがあ?た れ

ばこそできたことと思 います。 深く感謝 し

て います。 また私の妻 にも心から感謝 して

います。 家内がいなければ今 日,こ こに立.

つ ことはなかったでしょう。

ソル トレークに行きまして も,日 本人と

して恥 じることのないように一生懸命頑張

りたいと思います。皆様一人一 人の上に主

の平安が あ りますよう心か らお祈 り申し上

げます。

*こ れは歓送会の席上で話された菊地長老

のお話か5抜 粋 したものです。
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ローカル ペー ジ 螺饗蕪 罵議 湾
旨弾一 酬顛鰍

☆…1981年 度 に日本家 系図学会か ら発行さ'れた｢姓 氏 と家紋｣(発 行人:丼 豹墓主氏)て
,

1980年 にユタ州ソル トレーク･シ ティーて行なわれた｢世 界記録会議｣の 様子が特集を組ん

で取 りあげられた。招待された教会外部の人たちにとって
,教 会の系図活動は驚異 の目で見

られたようである。 日本家系図学会から転載 の許可をいただき,大 会の模糠を紹介する。

は
な
い
か
?
｣

へ
氏

｢最
近
は
､
専
門

の
研
究
者
も
ふ
え
た
。
お
い
お
い
､

わ
た
く
し
た
ち
の

ル
ー
ツ
も
わ
か

っ
て
く
る
よ
う
に
な
ろ
う
｣

丹
羽

｢貴
下

の
行
為

は
､

一
つ
の
使
命
と
勇
気
を
与
え
た
。
そ
の
評
価
は
最
高

の
栄
誉
に
値
す
る
。と
こ
ろ
で
私
も

ル
ー
ツ
の
研
究
に
入

っ
て
四
十
年
に
な
る
。

貴
下
が
日
本
に
来
ら
れ
て
か
ら
､
私

の
こ
と
を
日
本
の

ヘ
イ
リ
ー
と
呼
ぶ
人
が

多
く
な

っ
た
。

ヘ
イ
リ
ー
氏
に
ょ

っ
て
私
の
名
が
埋
没
し
て
し
ま

っ
た
の
は
遺

憾
で
あ
る
｣
と
。

こ
の
と
き
､
期
せ
ず
し
て
場
内
に
爆
笑
が

お
こ

っ
た
。

ヘ
イ
リ
ー
氏

は
､
席
を
立

っ
て
歩
み
ょ
り
､
紋
付
羽
織
袴

の
丹
羽
会
長
の
手

を
両
手
で
つ
つ
ん
だ
。
後
日
､
丹
羽
会
長
は

ヘ
イ
リ
ー
氏
の
そ
の
や
わ
ら
か
い

手
の
ぬ
く
も
り
は
､
心
臓
に
ま
で
届
く
よ
う
な
気
が
し
､
同
好
の
士
の
友
情
を

感
じ
た
と
語

っ
た
。

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
と
は
､
そ
の
名

の
通
り
塩
湖
で
あ

る
。
大
き
さ
は
琵
琶
湖
の

九
倍
も
あ
り
､
濃
度
も
イ

ス
ラ
エ
ル
の
国
境
に
あ
る
死
海
よ
り
も
塩
か
ら
い
と

い
う
。
岸
辺
に
塩
水
が
噴
出
し
､
塩
の
結
昌
塔
が
五
米
に
も
達
し
､
浮
い
た
ま

ま
新
聞
が
読

め
て
､
昼
寝
も
出
来
る
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
昔
､
キ
リ
ス
ト
教

一
派
の
教
徒
の
先
祖
が
､
東
部
よ
り
砂
漠
を
越
え
て

こ
の
湖
を
見
た
と
き
､
聖
書
に
ょ
る

｢地
の
塩
｣
と
は
こ
こ
で
あ
り
､

こ
の
地

こ
そ

｢神
の
予
言

の
地
｣
だ
と
信
じ
た
。
開
拓

に
は
げ
み
､
不
断

の
努
力
に
よ

リ
不
毛
な
荒
野
を
､
緑
し
た
た
る
美
く
し
い
町
に
造
り
変
え
た
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
､
人
口
十
八
万
の
大
半
は
末
日
聖
徒
イ

エ
ス
･
キ
リ
ス
ト
教
の

教
徒
で
あ
る
。

こ
の
宗
派

は
禁
酒
禁
煙
が
徹
底
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
く
､

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
も
用

い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
､
酒
や
タ
バ

コ
を
た
し
な

黙

冗
.

謄
"

涯
鰻

､

駐

漆
燕

譲

､
露
劉

ん
で
は
い
け
な
い
と

い
う
法
律
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
､

レ
ス
ト
ラ
ン
等

に
は
ア
ル

コ
ー
ル
類
は

一
応
用
意
し
て
あ
る
が
､
註
文
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
タ
バ

コ
好
き
の
旅
行
者
は
､販
売
店
が
少

い
の
で
買
う
の
に

一
苦
労
す
る
。

酒
も
タ
バ

コ
も
の
ま
ず
､
人
々
は
何
を
の
む
か
?

そ
れ
は
､
水
だ

っ
た
。.

一
年
中

ロ
ッ
キ
ー
山
脈

か
ら
流
れ
て
来
る
雪
ど
け
水
､
そ
の
冷
た
い
水
が
乾
燥

し
た
気
候
の
中
で
実
に
う
ま
い
。
日
本
の
水
以
上
に
す
ば
ら
し
い
味
が
し
た
。

外
国
に
行

っ
た
ら
生
水
を
の
む
な
と

い
う
が
､

こ
の
地
で
は
全
く
杷
憂

に
す
ぎ

な
か

っ
た
。

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
に
は
､
末
日
聖
徒
イ

エ
ス

･
キ
リ
ス
ト
教
会
が
設
立
し
た
世

界
最
大
の
系
図
図
書
館
が
あ
る
。
世
界
各
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
六
〇
〇
万
以
上

の
家
族

の
記
録
を
､

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
し
て
､
グ
ラ
ナ
イ
ト

マ
ウ
ン
テ
ン

と
呼
ば
れ
る
岩
山
の
地
下
二
〇
〇
米
の
地
下
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地

下
保
管
庫
は
六
〇
〇
〇
平
方
米
の
面
積
を
も
ち
､
壁
面
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼

鉄
で
か
た
め
､
原
子
爆
弾

に
も
耐
え
る
と
い
う
か
ら
､
ま
さ
に
壮
観
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
､
国
際
公
文
書
会
議
､

ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
》
伝
承
歴
史
学
会
等

世
界
中
の
記
録
保
存
を
必
要
と
す
る
団
体
が
加
入
し
て
い
る
。
日
本
の
系
譜

･

古
文
書
等
に
も
多
く

の
資
金
を
投
じ
て
収
集
し
て
い
る
か
ら
､
日
本
の
系
図
を

調
べ
る
の
に
､

こ
こ
に
出
か
け
た
方
が
日
本
を
め
ぐ
る
よ
り
速
い
と
こ
と
い
う

こ
と

に
な
る
か
も
知
れ
な

い
。

前
後
十
日
間
､
た
ま
さ
か
の
ア
メ
リ
カ
の
旅
で
あ

っ
た
が
､
世
界
の
系
譜
研

究
者
と
国
籍

･
人
種

･
民
族

･
宗
教
の
ち
が

い
を
越
え
て
､

一
堂
に
会
し
交
観

し
得
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ

っ
た
。

お
わ
り
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

っ

た
日
系
三
世

ヘ
ソ
リ
ー

･
､ミ
ャ
ヶ
ご
夫
妻
は
じ
め
､
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
の
皆
様
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

▲グラナ イ ト･マ ウ ン

テン記録保 管庫の外観

▼地下保 管庫 の大きな

ト'アは 岡 トンもある
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医者が治療し,

神が治す

東京北ステーキ部所沢支部

医師(防衛医科大学校病院研修医)

渡 辺 和 彦

医
大を:卒業してから1年 と4カ 月,殻

を破 って初めて接する実際の医療現

場では,実 に驚くべきことの連続でした。

当初,外 科の研修から始 まった私には重症

の患者が多く,残 された期間が後数 カ月と

か,あ るいは明日をも知れぬという病状 の
がん

方 もいらっしゃいました。大体は癌の末期

状態にある患者 さんなのですが,そ のよう

な人々に対 しては私達の対応もかなり微妙

なものになってきます。

現在,日 本の医療機関では,癌 患者のほ

とんどは本当の病名を知 らされるごとはあ

りません。 このことの是非に関 してはいろ

いろと意見の分か.れるところですが,明 確

な死生観を持たず,死 後の世界に対 して,

無知 と,そ れからくる不安 しか感 じられな

い 日本人が多い現状では,と ても神ならぬ

人の口からは,生 命のタイム リミットを知

らせるにも等しい言葉を発することはでき

ません。

患者は常 に｢自 分は,本 当は癌 ではない

か しら｣と か｢少 しも変わらないけど,ま さ

かこのまま元の身体に戻れないのでは……｣

と不安 に満 ちた 日々を送っています。 こう

いう時は,｢先 生が,私 の病気は癌なんか じ

ゃないよと言って下 さった。｣｢少 しずつだ

けど前よ りは良 くなってきていますよ｣の

一点 に生命 と快復への希望をつないでいる

のが,痛 いほど私達 にも伝わってきます。

こういった快復の見込みのほとん塩 い患

者さんに本当の病名 を隠しなが ら治療 しな

ければならないのはつらく,時 にはせつな

くも感 じられます。

現代の医療技術の進歩 には目を見張るも

のがあり,確 かにこれまで不治の病 とされ

てきた幾つかの癌 も,最 近 では治る病気へ

と変わってきているのも事実です。 しか し,

人の知恵の最先端を行 く科学の力を もって

してもどうにもならないことは山ほ どあ り

ます。何万何千 という病気の内,人 の力で

治すことのできるのはごくわずかな もので

す。私は,ま だ学生の頃に｢医 師が治療 し,

56



乙9

。響脂興i導母毒･〉に畢1･護

皐(き･4翠。醤射▽v`二∠マ吾･4甑1母摩暫▼

欄巨離講.難継蝋灘灘纏§聯巨灘譲

⊃陽曹9【ぴ誉蝿戻男母罷(∂彦。4吾4鵠暴

M鷺`4隈豪影卸9【4坐景弊耳`営等赫`測
いヨしガ

｢瀞司4▽v4二孟｣写∩塞鷲ユ尋錘鰹智引呆

算催ゆYεコ射。胃∩1⊇駅孕翻一q∩巌穿

皐塞珊§妬～潭羅罪,ユる一壬×[劉(o…}。4∩

⊃1¥導壷尊ユ6鍵⊃怖一宰`⊃1謬妻4り…き{選

ユ纂妻1幸螺毒…¥誉臼呆戻9陽。4律ミ～剤鰹サ

藤薯隠ユ【へ腓孕(吾腿士一壬×腿士一壬×

圏劉旦の鑑¥誉盟耳蟹}詔旱4律…き浸コ誉盟

耳蟹捌呆寡讐川1圏`勇…¥誉蝿纂宴♪)に星碑リミ～

浸コ4携⊃周呆耳蟹♪圓`峯¥誉刻呆耳コ母叡曾

》瀦孕瞳≡}(∂由･ε(oユ曝戻男園費ユ饗一目

9`二≧講⊃皇～1呆き{一乙図豊`日0ε巨9(Σ辛

割畢キー壬ど図豊

》船む催ω(普蝿稟罫冨旱

･*製･§蚕)響虫填四⑦Yε

⊇1:4蜂q･匿婁

6一こv4rα一口

告』r6≡｣Z861/興(0購置巨

(劃呆準｢1豊Z劇呆葦M担…撃盤`り宰弔由9961

2イ)ゑ､〔Z･ト!障卑(‡)o卓宰q}∩鯉劉

撃1挫`⊃1…享?皐⊥ユ》肴>3》∩暴1･}Q測

⊃剛∫圓2厚髭(凶部推`母墾燵茸董卯⊃廓

茸孟卯`21(ト甲(o⊇。.巨翠qユG…∋⊥ユ∩

雲⊃博4挫〉ゑ"白螺α`(摯ユ(へG⊃1翼阜

醇壷卯ユ=｢G音P1聖劃母卑型(ρ2罪1…奪。ゑ

ユ⑦(}(へ灘⑦》鰹41<4>∩(き皇日嚢=コ宗率‡…1

2輩=～劇解4(ン皐⊥}》肯⊃博卑推喜…F

。=¥∩ユ､(き甲(をり皐(き

隊へ富2【¢(〃曾ゑ⊃沌甲(o⊇ア1聖陳⑦(汐4

9等⊃1年`ユ曾率。4∩ユ々卑醇臨妥(沙･㍗

`ユ･り嚇`曾宰ユ⑦=～2ゑ雲母蚤⊃1Yユ班3

蓄目ユ(商璽(}ユG啄⊃1暴¥k魚γ204∩率

白9聯〉豪環景2コ卿軍葛コ源宰`創9【4

γ撃昇留鐸o(へ9⊇。胃∩翠∩醐認螺謡魁

⊃坤⑦[劉臨q堅(}×一｣を脅9f曾障>4q

籔母号卑c芝宵⊃博4G率可τ(延と裂⑦導蟹

`2守尋用⊃1Y源資剥⑦悪嘩ユq}1零皐昌

⊃1暴(ρ琢立f図圏著二～4`⊃照。'y吾準6

鰹=｢評音〔障墨駅2饗量'立ア襯障'y⊇`蝉ゑ

翠白鰍σ2⊇u茸螺ρ)多21(o曾【ヘユγ野埠

葦`白準禦受.巨男童⊃1墨尉⑦導蟹韓ら母弱解

`挺翻。ゑ率q翠∩ユG魚⊃匹コ'⑦i毒呈(∂

コ`2?レ攣毎2⊃⑫qユ宰ユ9螺2舞2

丼4駄4[劉Y。享Ω.團一⑦老(}⑦9q=～｢ゑ

7首母身留ユ宵牽当暴
｣。ゑ率白醇⊃四(}(04｢

二4ヨユ∩⊃1々王去`罪1奉岡4G脅⊃1削蟹

。享累(う留二～(i≧禦埠

鞠具(∂c4'Σへ9q=～q陣9隊flユo.3コ酎

豊ユ畢2ρ箪蒔⑦Y`.∩鰍偽当削罪に曙翌

9茸身鰹[劉Y`22⊇9q2曾～拳ユ董:重遅

厚畢与母qユGC哩レ*率⊃淵Y`罪臆呈⑦
ゆオ

⊇。4∩季白q喉景毒呈啄幌｢ゑ興§4胤



ロー カル ペー ジ

｢ひ と とと｣の メッセー ジが会員 に贈られ
,

会 を終了した。

任期 を終えられた津谷伝道部長 について,

あ る宣教師は,次 のように語つている。｢彼

の下には百数十 人の宣教師が働いていまし

たが,私 たち一人一 人に関心 を払い愛 して

下さっているめを常 に感 じることができま

した。そのことから,救 い主 に神の子供 た

ちが何十億 といようとも,決 してひとりとし

て忘れられていないことを実感することが

できました。津谷伝道部長が これまで私た

ちに示して下さった愛 に心から感謝 します。｣

新 たに召された清水.･吉 沢伝道部長のこ

れか らの活躍 に期待 したい。

灘

ゆ璽難
PTA活 動

東京西ステーキ部八王子第2ワ ード部

塚田淑子

にとって｢知 恵の.言葉｣は 容易な戒め

私 のひとつ です。それ も推 し量るに容
易であるという意味で,厳 密に考えれば随

分破っているか もしれません。家の外にあ

58

職灘灘 窪窪
､

.って どのようにすれば人々に｢知 恵の言葉
｣

を わかっていただけるかいつ も考えます。
さが み はら

相模原に引っ越 してから約半年が過ぎる

頃,我 が家に小学校のPTA推 薦委貝の方

がおいでにな り,私 に本部役員になって欲

しいとのお話があ りました。越 して来たば

か りの私はあっけにとられてしまいました。

けれ ざも,こ こでは私のような者でも必要

とされる地域の事情があるのだろうと考 え,

引 き受けることに しました。

さて,｢義 を見てせざるは勇無きなり｣と

良い気持 ちになっていた私ではあ りますが,

地 域の方々との交流があ りませんで したの

で,す べてが大変で した。初めての会合で

は男の先生がお茶をすすめて下 さいました。

｢す みません
,私 はお茶を頂きませんので

……｣男 の先生 は｢ほ う!茶 断ちですか｣

と,そ の 日はそのまま終わりました。

翌 日,女 性役員の方が,｢塚 田さん,お 茶

飲まないか らコー ヒー持 って来たわ｣と 好

意を示 して下さいました。私はモルモン教

会に行っていることg｢知 恵の言葉｣の こと,

安 息 日は教会へ行くので休むことなどを話

しました。皆,は じめは, .けげんそうに顔

を見合わせていましたが,納 得 してくれた
さ ゆ

ようです。 それからは白湯.を注いでくれる

ようになりました。

私はできるかぎり明るく人前で仕事をし,
かなめ

男性 と張 り合うより,人 と人との要の役割

りを果たせたらといつも考えました。PTA

の 本部役員の立場上宴会の席に出席するこ

とが多くあります。 ある年 には校長先生の

退職があ り,送 別会 など4,5回 も宴 席が設

けられました。 そんな時,勧 めがあれば一

番に讃美歌 を唱いました。司会者が｢こ ち

らは聖人の塚 田さんです。せいじんのせい
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｢青春に涙はいらない｣(秋元書房･

は らん

55年6月 発刊)の 表題の下に,波 瀾に

富んだ20年 の半生を自伝小説の形で世

に著わ したものがベス トセラー となリ

(1980年7月,文 庫の部門で第5位 に

ランク),伝 道に役立てた教会員がいる。

正木恵子姉妹がその人。岡山伝道部で

専任宣教師をしていた頃,こ の本を読

んで感銘 した多くの人々が彼女か ら福

音を聞くことになった。一
一冊 の本 から

東京南ステーキ部恵比寿ワード部

正 木 恵 子

,ん な お話があ ります。

｣女 の子が消えてしまった虹 の方を見

て,｢あ んなにきれいだったのに……。どうせ

消 えてしまうのなら,最 初から見なかった

方がよか った｣と 言うと,そ の母親が｢で

もあんなに美しいものがこの世界にあるこ

とがわか ったで しょう｣と 答えました……。

出会いは何 と素晴らしいのでしょう。 い

つか別れて しまう人で も,そ の人と出会 っ

たことによって多くの素晴 らしい経験を分

かち合い,豊 かな人生が送れることを,私

はこれまで何回も繰 り返し味わってきまし

た。その中でもとりわけ感銘を受けた出来

事が幾つかあ ります。

今から4年 前,ス テーキ部の卓球大会で

私はひ とりの作家である兄弟 と偶然隣合わ

せました。親しくなるにつれ,私 は彼から

自叙伝を書いてみないかと勧められるよう

になりました。｢ま さか……｣と 最初は気に

もとめませんでしたが,｢出 版されたら,伝

道資金に｣と いう彼の言葉 に促 され,私 は

自分 自身に挑戦してみようと決心 しました。

私は10歳 の時,母 を結核で亡くし,2年
がん

後に再婚 した父もその15日 後 に癌で倒れ,
むな

義母の1年 間の看病虚 しく他界してしまい

ました。義母はわずか1年 余 りの結婚生活

にもかかわらず,血 のつなが りのない私た

ち4入 のきょうだいを,我 が子同然いやそ

れ以上に愛し育ててくれました。 そんな勇

.気ある母に感謝しながら原稿用紙 に向かい

ました。

1980年6月,｢青 春 に涙はいらない｣と い

うタイ トルで全国配本 になった時,私 はす

で に宣教師として働いていました。同僚 と
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指にむすび,心 の碑にしるす

灘

垂…典 う･● の 珍あ言吾
教会教育部地区指導主事
町田ステーキ部平塚支部

謝 花 良 康

が家には｢聖 書物語(新 旧)｣,｢モ ル

我 モ ンけいものがたり｣と .揃えてあり
ますが,こ の｢聖 典からの物語｣を 初めて

手にした時,そ の装丁の漸新さに 目を見張

る思いが しました。

まずあげられるのが今までに見られなか

った横長の本であること,そ して重量感の

あるハー ドカバー。そこか しこにスマー ト

さが感 じられ,.ス タッフの知 恵が伺われま
たん こ いん

す。 また,章 の見出しの書体(淡 古 印)は,

あたか も古代遺跡の発掘現場か ら浮き彫 り

にされたようで,ま さに賢明な選択と言え

ましょう。

表紙の絵に,｢従 順の模範,信 ず る者の
かかみ

鑑｣と うたわれているアブラハムが,犠 牲

に捧げんとしたわが子 をしっか りと抱 き締

め天を仰ぐ姿が描かれています。それは,

親子の絆と主への信頼 を見事に表わ し,美

しい色彩とあいまって,素 通 りにできない

魅力を饒 し出しています。

我が家では毎週 日曜 日,教 会に出かける

1時 間前に,家 内と交代でこの本か ら2,

3の お話を子供 たちに読んで聞かせ,話 し

合いをします。 また毎 月2,3回,日 曜 日

に行なう子供 との面接の時にも,｢聖 典から

の物語｣の 教訓について話 し合い,決 心を

させ ます。

主は｢汝 ら最も善き蕃より智恵ある言葉

を探 し求めよ｣と 勧告され,最 も良き書が

｢聖 書と完全なる福音を載せたるモルモン

経｣で ある と教えられました。 しかし聖典

をそのまま読んで聞かせるには年齢的に理

解が難 しい部分があり,か といって前述の

3つ の絵物語では絵が主体 となっていて,

7,8歳 か ら10歳 位 までの子が｢指 にむす

び……心の碑にしる｣(箴 言7:3)す には

やや印象性に欠けるきらいがありました。

その点この本は,読 み手が読んでいる間,

子 供たちは想像 力を働かせ,適 当に場面 を

想定できる楽 しみがあ り,確 認できるさし

絵 と共 にとて も印象に残るようです。

我が家の子供たちは次のような感想を話

してくれました。
じよう じ

丈治(9歳)｢ぼ くはこの本が大好きです。

ほかのにくらべて横長 だし,絵 もほかの本

はマンガみたいに小さなコマだけど,こ の

本は大 きいか ら好きです。 お話はどれも大

好きですd4

り いな(7歳)｢と て も･わか りやすい本で

す。『ソロモ ンのち.え』でにせもののおかあ
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